
田川小学校 「リバーアドベンチャー」「水の生物の観察会」 



松本市小中学校環境教育支援事業について 
 

 

１ この事業について  

  学校内における環境教育の推進を図るために、専門性を有する企業・団体・個人が講

師として実施できる環境教育プログラムを紹介し、環境学習の授業に活用していただく

ことで、学校内における環境教育の一層の推進を図るものです。  

  松本市教育委員会（教育政策課、学校教育課、学校指導課、生涯学習課）、松本市

（環境政策課）、民間（中信地区環境教育ネットワーク）の３者による協働事業として、

平成 22 年度から実施しています。 

 

２ 経過  

⑴ 平成 29 年 4 月 10 日 松本市小中学校校長会へ案件提出 

⑵ 平成 29 年 4 月 14 日 松本市小中学校教頭会へ内容説明 

 各校に事業メニューの提示と希望調査 

⑶ 平成 29 年 5 月 11 日までに 13 校から実施希望、問合せあり  

⑷ 平成 29 年 5 月以降、順次事業実施 

⑸ 平成 29 年 8 月 事業に係る費用を中信地区環境教育ネットワークが負担する「おた

めしプログラム」について、校長会へ周知、事業を実施。５校 12 プログラムの申込み

あり。 

  

３ 実施状況（平成 30 年 2 月 13 日現在） 

 ⑴ 実施校   18 校（小学校 14 校 中学校 3校 その他 1） 

⑵ 実施人数  1,856 名（小学生 1,708 名 中学生 83 名 その他 65 名） 

⑶ 実施事業  36 事業（18 メニュー） 

⑷ 実施団体  18 団体（15 団体 3 企業） 

 

４ 報告書構成 

 ⑴ 松本市小中学校環境教育支援事業 報告書  １～73 頁 

⑵ 松本市小中学校環境教育支援事業 講師コメント     74～75 頁 

⑶ 松本市小中学校環境教育支援事業 学習プログラム   76～102 頁 

 ⑷ 信州の環境学習サポートサイト 紹介          103 頁 

 ⑸ 【附録】松本市環境政策課からのお知らせ     104～105 頁 

   



番号 学校名 講師 実施学年、クラス 人数 実施日 頁番号

1 島内小 2
自然体験（ネイチャーゲーム）
【おためしプログラム】

NPO法人わおん 2年2組 28 11月9日 1～2

2 田川小 3 犀川下り 合同会社リトルピークス
     3年1組
          2組

50 9月19日 3～4

3 安曇小 3 黒川・梓川リバーアドベンチャー 合同会社リトルピークス 6年 6 7月21日 5～6

4 二子小 4 ぬかくどご飯炊き体験
ＮＰＯ安曇野ふるさとづくり応援
団

     3年1組
          2組

54 10月31日 7～8

5 会田中 4 ぬかくどご飯炊き体験（四賀の食材を使って）
ＮＰＯ安曇野ふるさとづくり応援
団

1年 20 10月25日 9～10

6 菅野小 5 自然体験
いきものみっけファームin松本推
進協議会

3年 130 7月7日 11～12

7 田川小 7 水の生物の観察会 川の自然と文化研究所（NPO)
     3年1組
          2組

50 6月7日 13～14

8 安曇小 8 水ってなあに？ ㈱環境技術センター 6年 6 12月20日 15～16

9 鎌田小 9
竹筒と蜜蝋を使ったキャンドル作り
【おためしプログラム】

松本市地球温暖化防止市民
ネットワーク（エコネットまつもと）

5年3組 31 12月7日 17～18

10
中間教室
（鎌田）

10 マイ箸づくり 寿鉋の会
中学1、2、3

年
8 11月7日 19～20

11 附属松本小
10
11

マイ箸づくりと袋縫い
寿鉋の会
松本市社協ボランティアセンター

5年東組 36 10月25日 21～22

12 清水小 12
あかりのエコ教室
【おためしプログラム】

パナソニック株式会社
エコソリューションズ社
松本電材営業所

4年2組 30 12月13日 23～24

13 鎌田小 12
あかりのエコ教室
【おためしプログラム】

パナソニック株式会社
エコソリューションズ社
松本電材営業所

5年3組 31 12月15日 25～26

14 今井小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ
特別支援学

級
9 11月6日 27～28

15 二子小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ
特別支援学

級
10 11月16日 29～30

16 四賀小 14
木の授業とバウムクーヘン作り
「学有林学習（木の生長について）」

寿さと山くらぶ 3年 18 1月22日 31～32

17 二子小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ
4年1組
　　 2組

42 11月1日 33～34

18 鎌田小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ 5年 156
11月27日
11月28日

35～36

19 会田中 14 四賀の産業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ 2年 23 11月9日 37～38

講座番号、講座名

　平成２９年度　小中学校環境教育支援事業　報告書一覧



番号 学校名 講師 実施学年、クラス 人数 実施日 頁番号講座番号、講座名

20 島内小 15
木材の活用法
【おためしプログラム】

松本林業士会 5年2組 32 11月8日 39～40

21 今井小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会
1年1組
2年1組

58 5月25日 41～42

22 田川小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 1年 41 5月23日 43～44

23 菅野小 16
緑のカーテン設置指導
「あさがおさん　おおきくなあれ」

松本市緑化協会 1年3クラス 105 5月26日 45～46

24 島内小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会
1年
2年

233 5月22日 47～48

25 本郷小 16
緑のカーテン設置指導
「緑のカーテン作り」

松本市緑化協会
1、2年4クラ

ス
110 5月25日 49～50

26 鎌田小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 特別支援3クラス
4年1クラス 60 5月22日 51～52

27 中山小 16
緑のカーテン設置指導
「グリーンカーテンを育てよう」

松本市緑化協会 2年1組 22 5月25日 53～54

28 源池小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 4年2クラス 54 5月26日 55～56

29 芳川小 16
緑のカーテン設置指導
『「緑のカーテン」を作ろう』

松本市緑化協会 4年 128 11月28日 57～58

30 鎌田中 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 造園委員会 32 6月1日 59～60

31 今井小 17 身近な自然観察 自然観察の会　ひこばえ 1年・2年 58 10月4日 61～62

32 田川小 18
体験プログラムを中心とした自然体験学習１
「野外体験」
【おためしプログラム】

体験創庫かけはし 知障学級 6 11月17日 63～64

33 島内小 19
体感プログラムを中心とした自然体験学習２
「野外体験　学校の自然を生かそう」
【おためしプログラム】

信州やがい体験楽校ぷらす ４年３組 36 11月14日 65～66

34 清水小 20

地球温暖化防止と
木質バイオマスエネルギー利用方法
「バイオマスで炊き出し体験」
【おためしプログラム】

自然エネルギーネットまつもと 4年1組 30 11月17日 67～68

35 田川小 23
水の生物の観察会
「川の生き物探し」

松本ホタル学会
　　2年1組
　　　　 2組

48 6月7日 69～70

36 教育課程
2
17
19

教職員対象・生活科お役立ち演習
NPO法人わおん
自然観察の会　ひこばえ
信州やがいたいけん楽校ぷらす

松塩地区
教諭

65 10月3日 71～73

計
１８校

（小学校14校
中学校3校
その他1）

１８団体
（１５団体３企業）

※内「おためしプログラム」については、８つの事業が実施されました。

１８種類 １，８５６人
（小学校１，７０８人、中学校８３人、その他６５人）
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環境教育支援事業実施報告書               【番号：１】 

授 業 名 自然体験（ネイチャーゲーム） 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
２年２組２８名 

担当者 担任 滝口 雅彦 

実施日（期間） 平成２９年１１月９日（木） 

講師名 ＮＰＯ法人 わおん  

実施概要 

 

・ＮＰＯ法人 わおんの山田さんご夫妻の指導で自然に親しむネイ

チャーゲームを行った。 

・「自然の物探し」 

北庭で講師が拾ってきた１１種類のもの（どんぐりや葉を目で見 

て確認し、グループごと探しに行くゲーム。 

・「つるつるざらざらの葉っぱ探し」 

自分が一番つるつるだと思う葉っぱと一番ざらざらだと思う葉っぱ

を探し出し、グループの中でチャンピオンを決めた。 

・「ルーペで自然探し」 

取ってきた葉っぱや、自分が見てみたいものを見つけ、ルーペで拡大

した様子を見た。 

・「そっくりな色探し」 

８種類の色カードを持って、その色とそっくりの葉っぱや枝を探し

た。 

・「万華鏡作り」 

万華鏡の筒の中にちぎった葉っぱや草を入れてオリジナル万華 鏡

作りを行った。 

 

実施状況 

（授業風景） 
 

ざらざらの葉っぱはどこかな？  葉っぱに毛が生えている！ 
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実施状況 

（授業風景） 

 

  万華鏡がすごくきれい。   葉っぱがきれいな模様になった。 

授業について 

 記 入 者 ２年２組 担任 滝口 雅彦 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・７個ぐらいまでは覚えていてどんどん見つけられたけど、１０個

探すのはむずかしかった。１１個見つけることが出来たグループは

すごい！ 

 ・ルーペで、葉っぱを見たら毛みたいのがついていた。だから、

ザラザラしているんだって分かった。 

・赤やオレンジの色でも、そっくりな色を探すのはとっても難しか

った。同じ色を探し出せたらとってもうれしかった。 

 ・万華鏡の筒の中にちぎった葉っぱや草を入れてオリジナル万華

鏡が出来たとき、すごくきれいでびっくりした。１００円ショッ

プにあるって聞いたから、今日お母さんに買ってもらいたい。 

 ・北庭はいっぱい遊んだことがあったけど、こんなにたくさん自

然のものがあるなんてびっくりした。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 いつも遊んでいる北庭でしたが、自然に関するものがたくさんあ

るのだということに気がついて、改めて北庭のよさを感じることが

出来ました。 

グループで同じ目標をもって自然探しをしたことで、いつも話し

をしない友だちとも仲良く相談しながら活動している姿が見られ、

とってもよかったです。 

マイルーペを使って自分が見てみたい葉っぱや、木の幹を観察し

たことでいつも見えていない小さな自然を見ることができ、子ども

たちはとても感動していました。２時間がとても短く感じました。 
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               環境教育支援事業実施報告書       【番号：２】 

授 業 名 犀川下り 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３年１組２５人 ２組２５人 計５０人 

担当者 渡邉 貴之   稲田 祐美 

実施日（期間） 平成２９年９月１９日（火） 

講師名 合同会社リトルピークス 

実施概要 

ラーラ松本を基点に白鳥湖までの約８キロを、ラフティングボート

を使って下りながら、安曇野の山岳美、川辺の植生観察、川遊びの安

全講習を行い、「大自然と一体となる」「仲間と力を合わせてボートを

操る」楽しさを味わった。午前午後に分かれて、クラス別各３時間の

活動を行った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

①船出 

安全講習は受けたけど、 

ドキドキするな。 

うまくパドルがこげるかな。 

 

 

 

 

 

②なんてきれいな景色。澄んだ水。 

輝くアルプス。木陰を通るときは、 

                頭を下げて通る。 

人工物の見えない自然だけの景

色。 

 

 

③パドルの使い方や川に落ちたときの姿勢、落ちた友だちの助け方な

ど安全講習も心に残りました。 
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授業について 

 記 入 者 稲田 祐美 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・いっしょうけんめいパドルを動かしました。ボートが進んでよ

かった。・水かけ合せん、最高。楽しい。・先生が起き上がれない

ほど、川からボートに上がるのは難しい。・行く時はとてもこわか

ったけど、すぐにこわくなくなった。けっきょく心配しすぎだっ

た。・さいしょはドキドキしてたけど楽しかったのでうれしかっ

た。・チームが決まってなくて心配だったけど、力を合わせてこい

だ。最高のチームでした。・虫はみつからなかったけど、楽しい思

い出になった。・川は命の集まる場所。 

・命あふれて、みんなを楽しくさせる場所。・川遊びまでただの川

だと思っていました。でも、さい川下りでこんなに川で楽しんだ

のは初めてでした。これから川をよごす人がいないように、川を

人間みたいに大切にしたいと思います。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・めったにできない経験をさせていただき、感謝します。昨年か

ら２年がかりの計画を、事故なく実施できて良かった。１年生か

らの３年間の川の学習のまとめとして、子どもたちの心にも強く

残るものがあった。コースは最高で、普段水泳学習が苦手な子や

おとなしい子がとても楽しんで、自分の新しい一面を発見してい

た。 

・保護者の理解を得るために、参観日の懇談会を利用して早くか

ら了解を取って進めた。事前アンケートを取った。当日は川沿い

に見に来てくださる方もあった。 

・観光のトップシーズンをはずしたので、連携を取りやすかっ

た。気温や学校行事の関係も、９月で良かった。 

 ・余裕をもった日程で良かった。予定より早く移動でき、子ども

の負担が少なく、活動を終了できた。 

 

３ その他 

 ・リトルピークスとアルピコタクシーが一緒に事前の計画を練っ

ていただいたので、無理のない活動計画ができました。感謝しま

す。 

・アクアピア駐車場には事前に申請書が必要だった。 

・平瀬緑地公園やクリーンセンターには、環境政策課から話をして

いただいていたので、スムーズに申請が受理された。 
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              環境教育支援事業実施報告書       【番号：３】 

授 業 名  黒川・梓川リバーアドベンチャー 

実施学校名  松本市立安曇小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 ６学年 ６名 

担当者  担任  吉嶋 哲男 

実施日（期間） 平成２９年７月２１日(金) 

講師名  合同会社リトルピークス（代表・小峰邦良さん） 

実施概要 

① 講義『大河の一滴』（パワーポイントを用いて、内容は梓川６５Km

の旅）を教室で聞き、川の働きや水の流れについて学習した。 

② 黒川にて、シャワークライミングや岩登り、滝つぼ潜り等をして

川遊びを楽しんだ。 

③ 梓川まで出た後、川で溺れた時の対応や川に溺れた人への救助法

等を体験学習した。 

④ 梓川での川流れ体験、島々谷川遡上体験等を行って帰校した。 

実施状況 

（授業風景） 

 

講義を聞いた後、ウエットス

ーツやライフジャケット等

の川遊びギアを身につけて、

雑炊橋向こうの、学校から歩

いて５分の黒川に向かいま

した。 

川への入り方や安全な遊び方を

教えていただき、みんなで川へ

飛び込みました。川の水がとて

も冷たく、大変気持ちよかった

です。どの遊びも、子どもたち

は大喜びでした。ずっと川につ

かっている子もいました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 吉嶋 哲男 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・黒川は、奥に行くと、滝がありました。その滝にあたってから 

もっと下に行って、梓川にたどり着きました。梓川をみんなで歩

きました。急に深くなって足がつきませんでした。だから泳ぎま

した。近くを魚が泳いでいて、びっくりしました。 

・ぼくはアウトドアが好きなので、楽しみにしていました。寒い 

のかと思ったけれど、ウエットスーツのおかげで暖かく、助かり

ました。黒川は、プールみたいなところがあって楽しかったで

す。救助では、そんなに強い力いらないと思ってロープを投げた

ら、全然だめでした。またやってみたいです。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・学校のすぐ近く、歩いて数分のところを川が流れていながら、

子どもたちも私も一度も川に入ったことがなく、そこで楽しく遊

べるという考えもありませんでした。逆に、川は危険だから近づ

かない遊ばないという指導をしてきたことが多かったかと思いま

す。そんな川についての意識が完全に覆され、とっても楽しく遊

び学習することができました。梓川のみならず、黒川や島々谷川

でも遊ぶことができ、身近な自然の良さを、改めて実感すること

ができました。 

 ・可能であれば、継続して行い、小学校で学習する中でどこかの

学年で全員が、川遊びを体験できると素晴らしいと思う。 

梓川の支流となる黒川の他、

梓川、黒川の反対の山から流

れてくる島々谷川等の水を

体験することで、水の色や冷

たさ、流れの速さ等について

身をもって体験することが

できました。 

岩登りや岩渡り、シャワーク

ライミング等をして遊びま

した。学校のすぐ近くの川で

すが、子どもたちは入ったこ

とも遊んだこともなく、全て

初めての体験で、とても楽し

かったです。 
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              環境教育支援事業実施報告書        【番号：４】 

授 業 名 ぬかくどご飯炊き体験 

実施学校名 松本市立二子小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

３年１組 ２７名 

３年２組 ２７名 

担当者 
３年１組担任 祝迫 なおみ 

３年２組担任 中山 靖隆 

実施日（期間） 平成２９年１０月３１日（火） 

講師名  安曇野ふるさとづくり応援団代表 等々力さん 宮崎さん  

実施概要 

・お米作りのお話を聞き農家の方の工夫や大変さがわかりました。 

・ぬかを使ってごはんを炊く様子を間近で見て、ごはんが炊けてい 

 く様子や、電気を使わなくてもごはんが炊けることがわかりまし

た。 

・炊き上がったごはんで一人ひとりおにぎりを作り、ぬかくどで炊い

た無農薬のお米のおいしさを味わいました。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①無農薬のお米作り

のお話を聞きまし

た。 

 

②ぬか（もみがら）

を入れてご飯を炊

く様子を間近で見

ました。 
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③炊き上がったごはんで一人ひとりおにぎりを作りました。 

 

               

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業について 

 記 入 者 祝迫なおみ 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・電気を使わなくてもごはんが炊けたのでおどろいた。 

 ・「ぬかくど」という言葉を初めて聞いた。 

 ・ごはんが炊けると、とてもよいにおいがした。 

 ・おにぎり作りが楽しかったし、とてもおいしかった。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・もみがらでごはんを炊くという、先人の知恵に感心しました。 

 それを実際に見ることができ、子どもたちにとって大変貴重な経験

になりました。社会科の学習にも活かしていきたいと考えていま

す。 

 ・講師の先生方が温かくていねいに説明してくださり、ありがたか

ったです。 
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環境教育支援事業実施報告書        【番号：５】 

授 業 名 ぬかくどご飯炊き体験（四賀の食材を使って） 

実施学校名 松本市立会田中学校 

実施学年、学級 

参加人数 
１学年 （２０名） 

担当者 齋藤 浩明、山本 佳代子、竹内 大   （１学年職員） 

実施日（期間） 平成２９年１０月２５日（水） 

講師名 
宮崎 祟徳、等々力 秀和（安曇野ふるさとづくり応援団） 

藤森 賢（藤森組） 

実施概要 
・ぬかくどを用いたごはん作り 

・灰焼きおやき作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①おやきの具材を詰めました。 

おやきに用いた小麦やしいた 

け、なすなどの具材はすべて 

四賀産の地元で採れたもので 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②作ったおやきを灰の中に入 

れました。熱かったのでお 

そるおそる入れました。 

できあがりを楽しみに待ち 

ました。 

 

③こんがり、おいしく焼き 

上がりました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

④おやきと同時並行で、ぬ 

かくどを用いてご飯を炊 

きました。燃料のもみが 

らも四賀産のもので、環 

境にも優しいことを学習 

しました。  

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥できあがったお米をおにぎ 

りにしました。味付けは塩 

のみでしたが、おこげがあ 

ったりととても香ばしく、 

何個も食べる様子が見られ 

ました。ごちそうさま！！ 

 

                                          

授業について 

記 入 者 竹内 大 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・非常に意欲的に取り組んでいました。昔の人の知恵に感心する様

子が見られました。 

  

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・材料や燃料などすべて四賀産のものを使用しており、四賀の魅力

について見つめ返すいい機会になったと思います。また、生徒は、

地元について関心を持ち、愛着を抱くことができたと思います。 

⑤おやきとぬかくどが出来上が 

るまでの間、升や石など昔の 

単位について学習しました。 
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               環境教育支援事業実施報告書       【番号：６】 

授 業 名 自然体験 

実施学校名 松本市立菅野小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３学年 ４学級  参加人数 １３０名 

担当者 宮城 和広 

実施日（期間） 平成２９年７月７日（金） 

講師名 いきものみっけファーム in松本推進協議会 

実施概要 

 

理科「こん虫のからだを調べよう」及び総合的な学習の時間の一環と

して実施。 

スカイパークにて４人の講師より下記のテーマで生き物探しと観察を

行った。 

①「ネイチャーゲーム」（公園の中にいる生き物や植物探し） 

 

②「草むらの生き物」（滑走路わきの草むらでの昆虫探し） 

 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

「ネイチャーゲーム」 
 
・公園内の自然のものを
材料にして、紙の上に
絵を作りました。 

 
「木の枝を使うと、いろいろ
なものがあらわせていい
ね。」 

「もっと葉を集めよう。」 

・ビンゴカードに書か

れている動物や植物

を公園の中で探しま

した。 

 

「花や松葉、松ぼっくりを

見つけたよ。」 

「林の中にはいろんなも

のがあるな。」 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業について 

 

 記 入 者 宮城 和広 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・昆虫探しでは、網の使い方を初めにご指導いただき、草むらの中

から見つけ出した昆虫を夢中で追いかけて捕まえる姿が多く見られ

た。 

・昆虫観察の時間では、捕まえた昆虫をみんなで見合い、指導者の

先生が教えてくださる種類の名前や、体の特徴を熱心に聞くことが

できた。 

・子ども達の捕まえた昆虫を一つひとつ丁寧に学習の中で取り上げ

てくださり、子ども達はとても嬉しそうだった。 

・「ネイチャーゲーム」では、ビンゴカードを使って公園の中で見

つけられる生き物や植物を探して楽しむことができた。 

・絵作りでは、グループみんなで材料に使う自然のものを集め、相

談し合ったり試行錯誤したりしながら行えたことが、楽しさを共有

し合うことにつながっていて良かった。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・子どもたちが時間いっぱい昆虫を探したり、じっくり観察したり

する姿が多く見られ、進んで学習することができて良かった。 

・道具や展開の段取りが十分なされていたことも子ども達の意欲的

な活動に結びついていたと感じる。 

・専門の先生にご指導をいただき、体験的な学びをつくることがで

きて大変ありがたかった。 

・学校から近く、自然にも十分触れあえるスカイパークがあるの

で、今後もこの事業を活用していきたい。 

「草むらの生き物」 

 

・滑走路わきの草むら

で昆虫を探して捕ま

えました。 

「網に入ったぞ。」 

「草と同じ色で見つけに

くいな。」 

「生き物の観察」 

 

・捕まえた昆虫を観察

し合い、名前や体の

特徴を知りました。 

「しょうりょうバッタと

いうんだね。」 

「きれいな色だなあ。」 
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                環境教育支援事業実施報告書      【番号：７】 

授 業 名 水の生物の観察会 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３年１組２５人 ２組２５人 計５０人 

担当者 渡邉 貴之   稲田 祐美 

実施日（期間） 平成２９年６月７日（水） 

講師名 川の自然と文化研究所（NPO）・松本ホタル学会 

実施概要 

①１組は奈良井川脇の湧水（松島橋北側付近）に行って２年生と共に

水中生物を探す。②松本ホタル学会の方と一緒に調べる。 

③２組は田川入船橋付近で水中生物を探す。 

④学校に戻り、それぞれの川で捕まえた水中生物を発表、比較し、ル

ーペ等で観察する。 

⑤水中生物の記録の書き方を講師から習い、絵と文で記録する。 

実施状況 

（授業風景） 

《奈良井川脇湧水に行った１組》 

①去年と同じ場所、奈良井川脇湧水で  

２年生に「ほら、こんなふうにとって

ごらん。これがトビケラだよ。」 

②「これなあに」今年初めてお世話にな

る、松本ホタル学会（まなぶかい）の

方に、積極的に質問。 

 

 

 

 

 

 

《田川入船橋付近に行った２組》 

 

③田川には魚がいっぱい。興奮して水着で探す子ども達。市役所の環

境課の方も来て、名前を教えてくれました。 
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実施状況 

（授業風景） 

④発表会。水温１４℃ 

奈良井川脇湧水－サワガニ・ヒメフナムシ・ミミズ・ヒル・プラナリ

ア・ヨコエビ・幼虫（トビケラ・ガガンボ・カゲロウ） 

田川－魚（ヨシノボリ・オイカワ）幼虫（トビケラ･カゲロウ･トンボ） 

④記録会。 

２年目の今年は、

ルーペやピンセッ

トもうまく使える。

足の数や、足がどこ

から出ているかに

注目して描こう。 

 

授業について 

 記 入 者 稲田 祐美 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等（原文のまま） 

・田川には魚や生き物がいっぱいいて、奈良井川は生き物が少な

くてカニがいっぱいいた。 

・いっしょの川でも（川ということはいっしょでも）、ちがうもの

がとれるんだなあと思った。 

・田川の川は初めてで、新しい魚もいて最高に楽しかった。 

・奈良井川にはいなかったヨシノボリという魚を田川で取った。

急にジャンプして川ににげてしまってざんねんだった。 

・田川で死んだ魚をつかまえたと思ったけど、なぜかふっかつし

てジャンプしてにげた。もしかしたら、しんだまねをしてかくれ

ていたところを、私たちがつかまえちゃったのかもしれない。 

・奈良井川にプラナリアがいるとは思わなかった。 

・ぜんぜん田川と奈良井川の生き物はちがった。 

・一人だとあぶないからいかないけど田川小学校のみんなと生き

物さがしに行くと楽しい。またいきたい。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・とても良い活動ができている。今年は松本ホタル学会の皆さん

も一緒に活動できた。地元の方がいらして川に詳しくてありがた

かった。 

・Ｈ２６年度は違う学年が田川で、Ｈ２７・２８年度はこの学年

が奈良井川脇湧水で、生き物探しを行っている。Ｈ２９年度は、

両方の場所を比較する形で、観察ができてよかった。 

 

３ その他 

・ちょっと後に、田川公民館が渚神社の方の川で生き物観察会を

開いた。何か共同でできることがあるかもしれない。 

・活動が新聞に載ったところ、地元の方が過去に調べていた水生

昆虫の記録を寄贈してくださった。 
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環境教育支援事業実施報告書       【番号：８】 

授 業 名  水ってなあに？ 

実施学校名  松本市立安曇小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 ６学年 ６人 

担当者  担任  吉嶋 哲男 

実施日（期間） １２月２０日(水) 

講師名 (株)環境技術センター（代表・宮澤恵美さん） 

実施概要 

・パワーポイントを用いての講義「水ってなぁに」を視聴する。 

・実験装置により、水のでき方や循環の仕組みを学習する。 

・実験で、乾いた地質と湿った地質の保湿力の違いを観察する。 

・自分たちが普段飲んでいる水と日本の水、ヨーロッパの硬水の 

３つの飲み比べ、水の味や質の違いを体感する。 

・上記の３つについて硬度を調べ、科学的な裏付けを得る。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが普段使い飲んでいる水は、実

は循環しており、その水は何億年も前

から使われている水が巡り巡って自分

たちのところに来ていることを教えて

いただきました。 

手作りの実験装置によって、

水がどのように循環し、空に

上がってまた地面におりてき

てまた私たちのところに運ば

れる様子をわかりやすく見せ

て、教えてくれました。 

私たちの住む安曇の水がど

こから湧き出て、どこを通っ

て、どのように運ばれてきて

いるのか。そして、私たちが

使った水がどのようになっ

ていくのか等を説明してく

れました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 吉嶋 哲男 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・４６億年も前の水をぼくたちも使っていると聞いて、スーパー 

ミラクルびっくりしました。 

・人間の使える水は、全ての水の０．０１％だそうです。地球の 

青い部分（海）の１％でもめっちゃ小さいのに、その百分の一で

す。水をこれから大切にしていきたいと思いました。 

・湿ったスポンジと乾いたスポンジを使った実験では、その両方 

に水を流すと、乾いている方はすぐにざーっと流れるけど、湿って

いる方は下にポタポタと流れてきます。とってもわかりやすい！こ

れを作った人は、本当にすごいと思いました。 

・フランスの水やミネラルウォーターの違いを知ることができて 

よかったです。改めて水のおいしさを知ることができました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・普段はあまりに身近で、水のありがたさを実感することがない 

が、このような機会をもつと、水のありがたさについて思いを寄せ

ることができよいのではないか。 

・話だけでなく、観察や実験もあり、大変楽しく学習することがで

きた。実験装置が大変工夫されていて感心した。 

 

３ その他 

・夏に「黒川・梓川リバーアドベンチャー」を環境教育支援授業で

行い、それに続く形で今回の授業をした。大変良かった。 

 

普段飲んでいる水（水道水）

とペットボトルの水、欧州

の硬水の３つについて“き

き水”をし、水の味に関心を

もち、実験で硬度を調べて

科学的な裏付けを得まし

た。 

乾いたスポンジと湿ったスポ

ンジの上に水を流し、水がス

ポンジ（地面）に浸透したり、

表面を流れたりする様子を見

せ、土や森の保水力について

実感させてくれました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：９】 

授 業 名 竹筒と蜜蝋を使ったキャンドル作り 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年３組 ３１名 

担当者 守矢 久美 

実施日（期間） 平成２９年１２月７日（木） 

講師名 松本市地球温暖化防止市民ネットワーク（エコネットまつもと） 

実施概要 

・環境に優しい蜜ろうについて 

・蜜ろうと廃材を使ったろうそくについて 

・ろうそく作り 

実施状況 

（授業風景） 

〇環境に優しい蜜蝋のお話を聞いてから、竹筒の作り方についての 

説明を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇廃材の竹を切り出します 
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実施状況 

（授業風景） 

〇光が漏れるようにドリルで穴を  

開けます。 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                〇最後に蜜蝋を竹筒に入れて 

完成  

 

     

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・ろうを作っているときにとても甘いにおいがした。 

 ・自分で竹を切ったので、自分のキャンドルに愛着がわいた。 

 ・のこぎりは前にも使ったけれど、慣れるまでは苦戦した。 

 ・ドリルで穴をあけるのが大変だったけれど、教えに来てくれた

方がしっかりとおさえてくれたので、上手に穴を開けることがで

きた。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・キャンプの前にたきぎを切ったことがあり、そのときの経験を

生かしてのこぎりを上手に使って切ることができていた。 

 ・環境に優しい蜜蝋について、お話を聞いたり、インターネット

でも調べたりしたので、興味を持って取り組むことができた。 

 ・１人１つ自分のキャンドルを作り、危ない場面では的確に手伝

っていただいたので、とてもありがたかった。 

 ・１２月１５日に松本駅前に飾っていただき、子どもたちもとて

も喜んでいた。 
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  環境教育支援事業実施報告書      【番号：１０】 

授 業 名 マイ箸づくり 

実施学校名 鎌田中間教室 

実施学年、学級 

参加人数 
中学１，２，３年生 ８名 

担当者 櫻井 由美子 

実施日（期間） 平成２９年１１月７日（火） 

講師名 寿鉋の会（鬼頭さん・小林さん） 中林さん 

実施概要 

＜講師のお話＞ 

・材料の桧についてのお話（木の特徴・年輪 等）を聞く。 

・小刀・鉋についてのお話（扱い方・順目や逆目 等）を聞く。 

＜マイ箸づくりの作業＞ 

・桧の棒の両端を小刀や鉋を用いて先が細くなるように削る。 

・中央をノコギリで切って一膳の箸に仕上げる。 

 

＜おまけの時間＞ 

・けん玉やこま（持参していただいた）などで短時間遊ぶ 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

＜講師の先生のお話＞ 

材料（桧棒）の特徴や

小刀・鉋の安全な使い

方、削る向きによって生

じる“準目と逆目”やう

まく削れない時の対処

法等について。 

＜作業開始＞ 

桧棒の両端を、小

刀や鉋を用いて削り

始めました。左右対

称になるように、削

り加減を調節しなが

ら･･･。優しく手を貸

してくれる講師の先

生方。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 櫻井 由美子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・小刀や鉋を使って形よく桧の棒を削るのは難しかったけれど、

初めて体験することが多く、新鮮で楽しかった。 

・講師の先生方が優しく丁寧に教えてくださり、うれしかった。 

・最初はとても緊張してドキドキしたが、うまくできないところ

を講師の先生方が手伝ってくれたり、優しく褒めてくれたりした

おかげで、だんだんに緊張感がとれてきたように思う。 

・なかなかうまくできた。気に入っている。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・生徒８名という少人数の体験学習であったが、スムーズに進め

られるようにと、早朝より様々な用具や材料を準備していただき

大変ありがたかった。 

・事前に生徒の様子をお伝えし、いろいろな面でご配慮いただい

た。鬼頭さんはじめ小林さん・中林さんにもお手伝いいただき、

個々の生徒への細やかなサポートをしていただいた。 

・温かい励ましの言葉やお褒めの言葉をかけていただいたおかげ

で、当初参加をいやがっていた生徒もだんだんに明るい表情で学

習を進める姿が見られた。 

 

３ その他 

 ・講師謝礼を市教委より出していただき大変ありがたかった。 

 

 

＜作業に没頭･･･＞ 「いい感じに削れてきたぞ。」 

「だいぶとんがってきたけれど、このくらいでいいのかなあ。」 
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    環境教育支援事業実施報告書               【番号：１１】 

授 業 名 マイ箸づくりと袋縫い 

実施学校名 信州大学教育学部附属松本小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年東組 ３６人 

担当者 井出幸輔 

実施日（期間） 平成２９年１０月２５日（水） 

講師名 松本市社協ボランティアセンター 寿鉋の会 

実施概要 

小刀を使い，ペーパーナイフを作ってきた子ども。ちがうものを作っ

てみたいという願いから，箸づくりをすることになった。箸づくりで

は，これまで使用したことのない鉋を使ってマイ箸づくりを行なった。

また，箸袋づくりでは，各自が用意した布から全て手縫いで箸袋を作

った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道具の説明を受ける子ども   実際に鉋を使って箸を作る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箸袋を完成させ，ホッと一息    講師の先生方の紹介 
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授業について 

 

記 入 者 井出 幸輔 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・のこぎりを使うのにとても苦労したんだけれども，講師の先生 

 に丁寧に教えてもらって，最後完成してとてもうれしかった。 

 ・初めて，鉋を使うのはとてもドキドキしたけど，最後までけがせ

ずに作れてよかった。 

 ・今まで使ったことのない道具を使う機会になって，鉋で削るのが

とても楽しかった。自分専用の鉋が欲しいと思った。 

 ・色々な道具を使うのが楽しくて，もっといろいろな道具を使って

みたいと思った。 

 ・家庭科の授業では習わなかった縫い方があって，それで縫うのが

とても楽しかった。もっと，色々な縫い方を知りたいと思った。 

 ・自分で作った，箸と箸袋を早く使ってみたい。 

 ・これから大切に使っていきたい。 

 ・うまく縫えなくて困っている時に，講師の先生が優しく教えてく

れたのが嬉しかった。 

 ・きれいに縫うのが難しかったけど，完成したのを見たら，結構上

手に縫えたと思う。 

 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

学校とは違う人から学ぶ。ここに最大のメリットがあった気がしま

す。子どもは地域の人から学ぶ機会が多ければいいと思うのですが，

学校の特性上，子どもの育つ地域が広範囲で，「私の地域」という思い

が持てにくいのも現状です。ただ，今回，こうやって講師の先生方と

触れ合う機会があり，そこが大変ありがたかったです。また，それぞ

れの専門性から学ぶ機会となったことも大きかったです。もっと積極

的にそういう機会を設けたいと思いました。 

その上で，こういった際の打ち合わせの場面でコーディネートをし

ていただける方の存在の大きさを感じました。少ない打ち合わせの中

で，学校と講師の先生方をつないでいただきありがたかったです。 
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  環境教育支援事業実施報告書      【番号：１２】 

授 業 名 あかりのエコ教室 

実施学校名 松本市立清水小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
４年２組 ３０名 

担当者 担任 佐々木美紀子 

実施日（期間） 平成２９年１２月１３日（水） 

講師名 パナソニック（株）エコソリューションズ社松本電材営業所 

実施概要 

① 電球についての知識の習得…家庭で使っている電球形照明ランプ

には、どんな種類があって、どんな特徴があるかを知る。 

② 省エネ方法の知識習得と実践…あかりの省エネ方法を知って、自分

の家で実践できることを考え、実践する。 

実施状況 

（授業風景） 

 
 

 

① 白熱灯、蛍光灯、LEDの
３種類の電球について、
手動で灯りをつける活
動から、白熱灯をつける
のにはたくさんの力が
必要で、LEDをつけるの
には少しの力でつくこ
とを体感しました。 

② 電力測定器を使い、３種

類の電球について、使う

電力のワット数を確認

しました。白熱灯と LED

のワット数の違いに子

どもたちはとても驚い

ていました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 佐々木美紀子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・宿題の２日目からは自然と電気を消すことができて、すぐにで

きることなんだなと思いました。これからも続けていきたいで

す。 

・省エネのことについてくわしく説明してもらえて、大切さがと

てもよく分かりました。 

・いろんな装置を使って勉強することができて楽しかったです。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・子どもたちが「何のための学習か」についてよく分かる導入を

していただき、活動の点順についての説明も分かりやすく、混乱

なく楽しみながら学習をすすめることができました。 

・学習後に家庭で実践するための宿題を出していただき、子ども

たちもおうちの皆さんも大変意欲的にあかりのエコを実践するこ

とができたようです。すぐに実践力につながる環境教育のあり方

を学ばせていただきました。大変ありがたかったです。 

 

３ その他 

・本校では、子どもたちに発言させる際は挙手をして起立してか

ら発言するルールがありますので、打ち合わせの際にそれをお願

いすることを忘れないようにしたいと思いました。 

 

 

③ ３つの電球の熱さについ
ても体感しました。（やけ
どをしない配慮をしてい
ただきました。）LED が全
く熱くないことが意外だ
ったようです。なぜ熱くな
らないかの仕組みについ
てもお聞きしました。 

④ 余った時間で、いろいろ
なあかりの実験をしてい
ただき、楽しみました。左
の写真は、講師の先生がｼ
ｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙの芯をﾌｨﾗﾒﾝﾄ
の代わりにして灯りをつ
けているところです。熱
さもかなりのものでし
た。 



-25- 

 

 

               環境教育支援事業実施報告書      【番号：１３】 

授 業 名 あかりのエコ教室 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年３組 ３１名 

担当者 守矢 久美 

実施日（期間） 平成２９年１２月１５日（木） 

講師名 パナソニック株式会社エコソリューションズ社松本電材営業所 

実施概要 

・電気の仕組み 

・白熱灯、蛍光灯、ＬＥＤの電気量測定実験 

・手回し発電 

実施状況 

（授業風景） 

〇電気の仕組みについてのお話→手回し発電で明かりをつけよう 
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実施状況 

（授業風景） 

 

〇白熱灯、蛍光灯、ＬＥＤの電気量を測定してみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・みんなで一生懸命発電機を回して、光がついたときはとてもう

れしかった。 

 ・同じような形の電球でも、白熱灯と蛍光灯とＬＥＤで使われる

電気が全然ちがうことに驚いた。 

 ・ＬＥＤよりももっとよいものはあるのかなあ。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・身近な電球にもいろいろな種類があり、それぞれの特徴がある

ことを分かりやすく説明してもらい、子どもたちも興味深く聞い

ていた。 

 ・手回し発電や、測定実験など興味深い実験があり、意欲的に取

り組んでいた。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：１４】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立今井小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
特別支援学級（９名） 

担当者 特別支援学級担任 小山健二 山本このみ 

実施日（期間） 平成２９年１１月６日（月） 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 木の年輪についての話を聞いてから、バウムクーヘン作りを行った。 

実施状況 

（授業風景） 
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授業について 

 記 入 者 特別支援学級担任 山本 このみ 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・年輪を数える事で、その木の樹齢がわかるという事を教えてい 

ただくと、子どもたちは「知らなかった。あの木は何年くらいなん

だろう。」と言って学校に植えてある木を見上げていました。 

 ・１回焼くと「１才だね！」と言ったり、２回、３回、４回と焼い

ていくうちに「６才だから１年生になったよ！」と言ったりして、

嬉しそうに焼いていました。グリルの熱さにも負けず、何度も焼い

ていくと「先生！僕たちのバウムクーヘンはついに５年生になった

よ！」という声も聞こえてきました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・友だちと声をかけ合って協力しながら焼く姿、周りにいる講師 

の方々や保護者の方々に笑顔で話しかけながら一緒に作業する姿が

とても良く、貴重な経験となりました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１５】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立二子小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
特別支援学級 １０名 

担当者 
あおぞら学級担任 中村 慶子 

ひまわり学級担任 山口 若菜 

実施日（期間） 平成２９年１１月１６日 (木) 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

 

１ 年輪についてのお話  

年輪のでき方を見ながらその年輪ができた年はどんな気候であった

のかを想像してみることができるというお話をいただいた。 

２ バウムクーヘン作り 

 安全を共有しながら協力して作業を進め、生地を回しながらくり返

し焼き、バウムクーヘンを作った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

たまご割りに挑戦中          みんなで混ぜ混ぜ 

 

 

二人の息ぴったりだね        おいしく焼けたかな？ 
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授業について 

 記 入 者 中村 慶子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・たまごを、あんなにたくさん混ぜて楽しかった。 

 ・粉をたくさん入れたので、びっくりした。 

 ・焼くとき、とても煙たかった。 

 ・みんなで順番にやって、楽しかった。 

 ・何回もつけて焼いてバウムクーヘンになるのを初めて知った。 

 ・くるくる回すのが大変だった。 

 ・お母さんと一緒にやったのがうれしかった。 

  

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・それぞれの学級で体験したことがある児童が数名いましたが、担

任をはじめほとんど初体験だった中、分かり易く教えていただき安

全に手際よくすすめることができました。 

 ・保護者の交流の場になれば、とお誘いしましたが、翌日がマラソ

ン大会だったため 2人の参加となりました。普段できない親子での

体験に、保護者の方も喜んでお帰りになりました。 

 ・この日は、松本養護学校のお友達 1名との交流も兼ねていたの

で、とても有意義な活動になりました。特に順番を待ったり、2人

組で協力したりするところが苦手な児童にとって、大変勉強になる

活動でした。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１６】 

授 業 名 
木の授業とバウムクーヘン作り 

「学有林学習（木の生長について）」 

実施学校名 松本市立四賀小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３学年 １８名 

担当者 宮坂 到 

実施日（期間） 平成３０年１月２２日(月) 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

・木の生長に伴ってできる年輪は、バウムクーヘンの作り方と同じで

あることを知る。 

・木もバウムクーヘンも、少しずつ太くなっていくことを、体験して

確かめる。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年輪についての説明を聞く    卵を 40個割り入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶かしバターを加える      粉類を加えて生地を作る 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生地を竹に塗って炭火で焼く      もうすぐ完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

芯材を引き抜く           完成 

授業について 

 記 入 者 ３学年担任 宮坂 到 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・最初は木の勉強をした。１年経つと１つ輪ができることを知っ 

た。その後バウムクーヘンを作った。12年分くらいできた。 

おうちの人にいっぱい話を聞かせたい。 

 ・バウムクーヘンを 10年分まで焼いた。試食で焼きたてのバウム 

クーヘンを食べた。激うまだった。 

 ・どうしてバウムクーヘンに茶色い薄い線が入っているのか、よ 

く分かった。 

 ・バウムクーヘンを焼くとき、（生地が）たれないように回転の 

速さを調節するように気をつけた。うまくできた。 

  

２ 先生方の感想、要望等 

 ・18人の児童に対して４人もの講師の方々にお越しいただいた。 

安全管理もしっかりしていただき、児童が活動を満喫する様子 

が窺えた。 

 ・バウムクーヘンの作り方だけでなく、木の生長がバウムクーヘ 

ンと同じであることについてもよく理解できていた。 

 ・大変おいしいバウムクーヘンが出来上がり、大満足だった。 

 ・費用がやや高額であったと感じた。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１７】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立二子小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

４年１組２２名 

４年２組２０名 

担当者 
４年１組担任 清水省吾 

４年２組担任 山本仁子 

実施日（期間） １１月１日（水） 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

１ 年輪についてのお話 年輪のでき方を見ながらその年輪ができ

た年はどんな気候であったのか想像してみることができるというお

話をしていただいた。 

２ バウムクーヘン作り 安全を共有しながら協力して作業を進め、

生地を回しながら繰り返し焼き、バウムクーヘンを作った。  

実施状況 

（授業風景） 

 

４０個！たくさんの卵を割って生地作り 

竹に生地をつけてくるくる回しながらしっかり焼いていきます 
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授業について 

 記 入 者 ４年２組担任 山本 仁子 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・バウムクーヘンの意味は木だと知りました。それから木に７０個

輪があったら７０歳、ということも教えてもらいました。バウムク

ーヘン作りでは、ペアになって１本の竹の両側に一人ずつついて焼

くというのを何回も繰り返しました。味見をしたらバウムクーヘン

はおいしかったけど、煙がかかって大変でした。 

・学校の周りにある木は、だいたい３０歳くらいだという話を聞き

ました。また、年輪という言葉を初めて聞きました。年輪のでき方

でそのときのことがわかると聞いてびっくりしました。 

・竹に生地をつけて２人で協力して焼きました。「７回目だから７歳

だ」と話しながら焼き、とても楽しかったです。焼きあがって竹か

ら抜いたバウムクーヘンは甘いにおいがして、ほかほかあたたかく

て早く食べたい、と思いました。 

・焼きあがったバウムクーヘンを持ち上げたり、また生地をつけて

もらったりするときに「後ろを通ります」とか「生地をお願いしま

す」など声をかけました。安全にできてよかったです。 

・卵を４０個も使うと聞いてびっくりしました。たくさんの卵と粉

とバターをかき混ぜるのは大変でした。持ち帰ったバウムクーヘン

は、家で妹と一緒に食べたいです。 

２ 先生方の感想、要望等 

・児童センターなどで体験したことのある児童は数名で、ほとんど

の児童が初めての体験でした。最初に火を使うということで、自分

も友だちも怪我をしないように「声を掛け合いながら順番に焼いて

いこう」とお話していただきました。おかげで一人も怪我をするこ

となく、楽しく体験をすることができました。 

・最初に木の年輪について話をしていただきました。１年ごとに年

輪ができ、その年輪を見るとその年雨が多かっただろう、暑い日が

続いていただろうと想像することができるというお話でした。二子

小学校は来年で開校４０周年ということで校庭の桜には４０前後の

年輪があるというお話もお聞きし、普段何気なく見上げている桜の

木に親しみを感じることができました。 

・１グループ４０個の卵を割り、生地作りから始まりました。卵を

自分で割った経験のない児童もおり、丁寧にアドバイスしていただ

きました。たくさんの材料を手際よく準備してくださり、時間内に

大きなバウムクーヘンを焼き上げることができました。また、味も

大変おいしく出来上がり、お土産として持ち帰ることもできたの

で、保護者のみなさんからも良い体験ができたようだという声をい

ただきました。 

・打ち合わせの段階から、段取りや準備品などとてもていねいにお

話していただき、担任２人とも初めての経験でしたが、不安なく進

めることができました。朝早くから来校いただき、火の準備など進

めていただき大変ありがたかったです。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１８】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５学年（１～５組）１５６名 

担当者 河西あき、大工原雅将、守矢久美、中林文広、佐野慶子 

実施日（期間） 平成２９年１１月２７日（月）、２８日（火） 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

・木の成長の仕方 

・年輪のでき方や、日光の当たり方による変化の様子 

・年輪からその年の気候などの変化の読み取り方 

・年輪を模したバウムクーヘン作り 

実施状況 

（授業風景） 

 

〇木がどのように大きくなっていくのか年輪を観察しながら知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分たちで材料を混ぜ、生地を作る 
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実施状況 

（授業風景） 

 

〇炭火に当てながら、生地をかけては焼く、を繰り返す。 

 木が年輪を重ねるように・・・ 

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・木がどのように大きくなるのかが、木の輪切りのものを見てよ

く分かった。 

 ・木が大きくなるのに何十年もかかるんだなあと思った。 

 ・バウムクーヘンを作りながら、こんな風に木も太くなっていく

んだなあということが分かった 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・木を輪切りにしたものを使いながら、1年ごとに年輪が 1つ増

え、少しずつ木が太くなっていく様子を分かりやすくお話してい

ただき、興味深かった。 

 ・バウムクーヘン作りを楽しみながら、だんだんと木が太くなっ

ていくことを体験することができ、子どもたちが意欲的にかつど

うできてよかった。 

 ・材料などすべて用意していただき、とてもありがたかった。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：１９】 

授 業 名 四賀の産業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立会田中学校 

実施学年、学級 

参加人数 
２学年（２３名） 

担当者 藤原 賢志 教諭 および２学年職員 

実施日（期間） 平成２９年１１月９日（木） 

講師名 寿さと山くらぶ 鈴木様 他２名、会田共同養鶏組合 松本様  

実施概要 

・会田共同養鶏組合 

の概要説明および「あいだのたまご」について 

・バウムクーヘン作り 

実施状況 

（授業風景） 

  

  

                    ← 

                    はじめに、会田養鶏様 

                    から会社の概要と歴史 

                    について座学がありま 

                    した。あいだのたまご 

                    の長い歴史について学 

                    びました。 

 

 

 

 

 

          → 

バウムクーヘンの作り方 

を教わって、材料をまぜ 

ているところです。地元 

で生産された新鮮なたま 

ごにワクワクしています。 
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実施状況 

（授業風景） 

  

                  ← 

                  竹の棒に何度もたまごをか 

                  けていきます。二人の息を 

                  合わせて作ります。じっく 

り焼きあげていきます。 

 

 

 

 

 

            → 

バウムクーヘン完成。 

きれいに焼き上がりました。 

この後，切り分けて早速 

食べてみました。 

地元の産業の偉大さを知り 

しっかりと味わっていました。 

 

 

授業について 

 記 入 者 藤原 賢志 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・四賀地区にある会田養鶏には長い歴史があって、こんな企業が

自分の住む地区にあることはすごいと思った。 

・他にも、四賀の産業について調べて、自分たちの地元にはどん

な技術があるのかを知りたいと思った。 

・バウムクーヘンの作り方がわかった。年輪のように何層にも重

なってできあがるのが面白かった。今度は家でも作ってみたい。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・今年度の２学年のテーマである「四賀の産業」についての学習

ができ、地元産業の「会田養鶏」について学ぶことができまし

た。近隣の産業の歴史と技術力の高さを知ることができました。 

・学校の敷地内で、炭火でバウムクーヘンをつくる活動ができ、

自然のありがたさとつくることの面白さを実感できました。楽し

そうに活動を行っていました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２０】 

授 業 名 木材の活用法 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年２組３２名 

担当者 担任 小淵 敏行 

実施日（期間） 平成２９年１１月８日（水） 

講師名 松本林業士会 鈴木さん（寿さと山くらぶ） 

実施概要 

○寿さと山くらぶの鈴木さんの指導のもと、木材の活用を行った。 

・「間伐材を使った名札づくり」 

３，４人のグループに分かれて、名札作りを行った。間伐材の木を 

のこぎりで数 cm の厚さに切り、やすりで磨いて自分の名前を書い

た。 

・「ロープワーク」 

ビニールひもの鎖結びや三つ編みを教えていただき、より強いひも

にする方法を教わった。 

・「ブランコ体験」 

講師の方が学校の木にロープをかけて作った、簡易ブランコに一人

ひとり乗る体験をした。 

・「安全についてのご指導」 

 道具の扱い方や、遊び場の設置について、安全に実施することにつ

いてご指導を受けた。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

様々な体験をして、新しいこと 

ができるようになりました。 
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授業について 

 記 入 者 ５年２組 担任 小淵 敏行 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 

・木を切るのは力が必要だったけど、友だちと協力して、楽しく活

動することができた。 

 ・作った名札がよい思い出になって、大切にしたい。 

・ロープワークは難しくてなかなかできなかったけど、この後もチ

ャレンジしてやってみたい。 

 ・ブランコは少しこわかったけど楽しかった。 

 ・また道具を使って、何かを作りたい。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 

 子ども達が自分たちで遊び場をつくりたいという願いから、よい

きっかけになればと思い、このプログラムをお願いしました。子ど

も達も楽しみにしており、２時間の間集中して活動に取り組んでい

ました。また安全についてのお話もいただき、考えさせられる時間

にもなりました。間伐材についても５年の社会の授業と関連があ

り、様々な学習につなげていける内容でした。 

 このプログラム後「ハンモックをつくりたい」とロープワークに

子ども達の意識が向き、現在作成中です。講師の方からロープワー

クの本を借りて試行錯誤中ですが、子ども達なりに創意工夫の力が

ついてきていると思います。 

 またこのような体験があれば是非お願いしたいと思いました。あ

りがとうございました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２１】 

授業名 緑のカーテン設置指導 

実施学校 今井小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

１年１組 ３１名 

２年１組 ２７名 

担当者 １学年担任 桺澤 由香  ２学年担任 浦 嘉宏 

実施日（期間） 平成２９年５月２５日（木） 

講師名 松本市緑化協会 （株）奥原造園 

実施概要 

１ 緑のカーテンによる日陰があることで、教室が涼しくなったり、

温暖化防止対策になったりすることをプレゼンテーションしても

らいながら学んだ。 

２ 実際に種を蒔いて、水やりをした。 

実施状況 

（授業風景） 

  

 

 

温暖化防止対策について勉強中   

 

 

     

一人ひとり種を蒔きました 

 

 

 

立派なカーテンができました 

 

 

 

 

たくさんの種がとれました 
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授業について 

記 入 者 ２学年担任 浦 嘉宏 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・たくさん水をあげて、早く芽が出てくるといいな。 

・去年もやったけど、去年はうまくいかなかったから、今年こそは立

派なカーテンができるといいな。 

・家でも、今年は、緑のカーテンを作ってみようかな。 

・ぼくの家も、緑のカーテンを作っているけど、学校みたいに大きく

はできないから、大きく育つのが楽しみだな。 

・朝顔が咲いたら色水あそびや押し花遊びをやってみたいな。 

・緑のカーテンで、日陰ができて、少しでも教室の中が涼しくなって

くれるといいな。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

奥原さんには、昨年同様、どうして緑のカーテンを作ると温暖化対

策になるのかということを教えていただきました。２年生は昨年も

聞いていますが、改めて緑のカーテンの大切さに気づいた様子でし

た。とても気さくに子どもたちにも話しかけてくださり、子どもたち

の中から自然と質問が出たり、作業内容について聞いたりすること

ができました。 

昨年もそうでしたが、２年生の外の緑のカーテンは大きくなるの

ですが、１年生の前の緑のカーテンがなかなか大きく成長しません

でした。１年生の子どもたちも、少しがっかりしていました。水も、

同じようにあげてはいましたが、土壌の状態やお日様の当たり具合、

肥料にもよるのかな？と思います。それでも、子どもたちは芽が出て

くると大喜びして、どんどんつるを伸ばしていくアサガオの様子に

目を輝かせていました。特に、去年うまくいかなかっか２年生は、「今

年こそはと」、とても一生懸命草取りや水やりに取り組んでいまし

た。だんだん成長していって花が咲き出すと、花を取って押し花にし

たり、色水を作ったりする姿が見られました。 

  日差しもさえぎってくれ、西日が強く当たる頃になった夏休み明

けは、とても役に立ちました。来年は、もっと水やりをしっかりとし

たり、追肥をしたりして、今年以上のカーテンを作りたいと思いま

す。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２２】 

授 業 名 緑のカーテン設置指導 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
１学年 参加人数４１名 

担当者 担任 草間 睦実  柴﨑 武利 

実施日（期間） 平成２９年５月２３日（火） 

講師名 松本市緑化協会 （株）奥原造園 

実施概要 

１ スライド（テレビ）による緑のカーテンの効果についての説明と

種のまき方の説明 

 

２ 花壇での種のまき方のご指導と支援 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のカーテンの効果や意義の説明を    種をもらって自分でまく 

受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たっぷり水をあげました。 
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授業について 

 記 入 者 柴﨑 武利 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・自分で種をまくことができてたのしかった。芽が出てくるのが

楽しみです。 

・思ったより簡単にできた。芽が出てくるように、毎日水やりを

したいです。 

・種をまいて数日後、芽が出てくると、「芽が出てきたよ。」とう

れしそうに教えてくれた。水やりを毎朝率先して行う児童がい

て、毎日の変化を楽しみにしている様子だった。その後、つぼみ

ができ、次々と花が開き、その度に、喜びを感じている様子だっ

た。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

  つるを這わせるネット張りからその片づけまで、奥原造園さん

には本当にお世話になりました。 

  当日の説明も、テレビを使って話してくださり、１年生にもわ

かりやすかったと思います。 

たくさん種をまいたので、たくさん芽が出てきました。間引き

をあまりしなかったことや、伸びてくる雑草の草取りが追いつか

なかったことで、つるの成長が遅かったかもしれません。それで

も、つるの長さに驚いたり、花の形や色に興味をもったりする児

童が多く、良い体験をさせていただけたと思います。咲いた花で

色水作りもさせていただくこともでき、とても楽しく学習するこ

とができました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２３】 

 

授 業 名  緑のカーテン設置指導「あさがおさん おおきくなあれ」 

実施学校名  松本市立菅野小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 １学年 ３学級  参加人数１０５名 

担当者  小林 祐子 

実施日（期間）  平成２９年５月２６日（金） 

講師名  松本市緑化協会  （株）奥原造園 

実施概要 

生活科単元「あさがおさん おおきくなあれ」の一環として実施 

 

① 花壇への支柱・ネットの設置 

② 種まき・世話のしかたの指導 

実施状況 

（授業風景） 

 

「あさがおの種まき」 

 

「みどりのカーテンってな

んだろう？」 

「たねをまくのがたのしみ

だな。」 

 

お話を聞いて、ワクワクして

いる一年生。 

 

 

「芽が出てきたよ！」 

 

「あっ。めがでてる。」 

「たねのかわをかぶってい 

るよ。」 

「がんばれー！」 

 

小さな芽に、感動している一

年生。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

「畑いっぱい、あさがおの芽」 

 

 水やりをしながら、大きくなる芽に 

お話をする一年生。 

 

「うわー。たっくさんめがでているね。」 

「もっと、もっと、お水をあげよう。」 

「大きくそだってね。」 

 

 

 

「完成した緑のカーテン」 

 

日陰の涼しさを感じながら、 

花の叩き染めを楽しんだり、 

種取りをしたりしました。 

 

「いろんないろの花だね。」 

「すずしいね。」 

「こんなにたねがとれた。」 

 

授業について 

 記 入 者  小林 祐子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・一年生は、一人一鉢『自分のあさがお』を育てるのですが、それ

と同じように小さな種を大切にまき、水をやって育てる姿がありま

した。小さな芽が出た時には、とてもうれしそうでした。教室の窓

の外に、どんどんと蔓が伸び、大きな葉を広げる様子には、鉢のあ

さがおとは異なり、驚きも感じていました。花の叩き染めや色水作

り、種取りまで楽しんだ子どもたちでしたが、カーテン状になって

できた日陰の涼しさも感じ取ることができました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・教室前の前面に支柱やネットを設置するのは、職員だけではなか

なか難しいため、この事業で奥原造園さんに設置していただいてと

てもありがたかった。支柱やネットは、昨年度まで使用していたも

のを使っていましたが、老朽化したため、来年度は新しいものに取

り替えたほうがよいと思われます。 

 ・もっと葉を生い茂らすことができたと思うが、夏休み中の水遣り

や追肥等の世話が十分にできなかった。効果的なノウハウを学びた

い。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：２４】 

授 業 名 緑のカーテン設置指導 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
１学年 １２０名 ２学年１１３名 

担当者 
１年担任 岡村亜紀 小松健一 安江奈緒子 波多腰さや香 

２年担任 今井優花 滝口雅彦 大木紀子 齋藤一弥    

実施日（期間） 平成２９年５月～１０月 

講師名 松本市緑化協会 (株)奥原造園  

実施概要 

 

・奥原造園の指導により、あさがお、ひょうたん、きゅうりなど の

つるものを 1 学年４クラス２学年４クラスの計８クラスで育てる

ことにより、夏の温暖化現象の抑制になるということを学ぶ活動

を行った。 

 

・「スライドによるオリエンテーション」 

地球温暖化による弊害を学ぶことができた。冷房等による大量の 

電気消費をしることにより、エコ活動の必要性を学んだ。 

また、光合成により空気がきれいになることを学んだ。 

 

・「全員であさがおのたねをうえつける」 

各教室前の庭に、人差し指の第一関節までの穴を開け、たねを植

えた。土も、やわらかくかけ発芽を促した。 

 

・「水遣り、追肥により成育を促す」 

日々の当番活動による水遣り、時として行う追肥によって、発芽

成長を促し、日々の観察を行った。 

 

・「残暑をしのぐみどりのカーテン」 

夏休み明け、教室の窓の高さより成長したあさがおにより、教室

窓側に日陰ができた。避暑となり自然による生活の知恵を学ぶこ

とができた。 

  

・「リース作り」 

あさがおの枯れたツルを利用して、クリスマスリースを作り、 

飾りつけとしてお楽しみ会等に活用することができた。生活科、

図工としての発展ができた。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

奥原造園さんからいただいた  アサガオの種にたっぷり 

アサガオの種を蒔きました。  水をあげました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうして緑のカーテンが必要か  2年生は 2回目なのでスムーズ 

スライドを使って説明してもら  に作業を行いました。 

いました。 

 

授業について 

記 入 者 ２年４組 担任 齊藤 一弥 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・アサガオがカーテンになって教室の温度を下げてくれるなんて知

らなかった。 

 ・アサガオの種をいっぱい蒔いて、たくさん花が咲くといいな。 

 ・水はあげているんだけど、あんまり大きくならないな。 

 ・緑のカーテンの下は日陰になって涼しい。 

 ・アサガオで色水遊びをしたらきれいな色がでてうれしかった。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

  アサガオの葉っぱが隙間なく茂って、日陰になることを願ってい

るが、その年の気象条件により、成長に差があるため、今年度はな

かなかアサガオが大きく育たなかった。 

  育てていく中で、朝顔のきれいな花が咲いたことに喜んだり、花

を使って色水を作ったりすることができることはとてもよい。 

  室内の温度を下げて、よい環境で生活することと合わせて、自分

たちが住む地球を守るという意識をもたせるためにも、今後もこの

活動は続けて行きたいと考える。 
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 環境教育支援事業実施報告書      【番号：２５】 

授 業 名  緑のカーテン設置指導「緑のカーテン作り」 

実施学校名  松本市立本郷小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 １,２年４クラス（１１０人） 

担当者  担任 小笠原督 土屋真由子 大月まゆみ 松本諒子 

実施日（期間） 平成２９年５月２５日（木） 

講師名 松本市緑化協会（株）奥原造園の方 

実施概要 

・緑のカーテンとは、へちま、ゴーヤ、きゅうり、あさがおのツタな

どを窓際に設置したネットなどに這わせて育て、日の光を遮ることで

緑のカーテンが出来る事を学んだ。また、地球温暖化も騒がれている

中、自然のものを使って涼しさを作るよさについて学んだ。 

・学年の実態にあわせ、育てたものを使ってリース作りやひょうたん

の水筒作りを行った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で 

緑のカーテンについて説明を聞く 朝顔の種をまく 

つるを網から取り除く 育ったひょうたんで何を作ろうか 
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授業について 

 記 入 者  塚原 章治 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・植物の成長を楽しみに、水くれや草取りなどの世話を責任を持っ

て行っていた。 

・朝顔のリース作りでは、「もっと太くしたいな。」「もう少し巻いて

みよう！」と言いながら、休み時間なども使い、根気よくリース作

りに取り組んだ。 

・つるが、伸びたり縮んだりするものがあったり、バネのような形

があったり、ひょうたん作りでは成長の様子を細かく観察してい

た。伸びも、長さをはかって記録した。収穫後は、「重かった」水筒

にしたとき、「くさかったけど水筒になってうれしかった」 

 と感想をいった子もいた。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・学校では簡単にできない棚を作っていただき、さらに絵などを使

ってわかりやすく緑のカーテンについて説明をしていただきありが

たかった。また、棚を作っていただいた後は、クラスによって育て

たい植物を考え、その後何をしたいかなど学習を発展させることが

出来た。 

・低学年ではあるが、子ども達になりに涼しさを感じたり、自然の

よさを感じることができたと思う。 

・実際に自分たちで育てることで、愛着がもてた。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２６】 

授 業 名 緑のカーテン設置事業 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
特別支援３クラス、４年１クラス 計６０名 

担当者 大工原雅将、丸山美由紀 

実施日（期間） 平成２９年５月２２日（月） 

講師名 松本市緑化協会（株）奥原造園 

実施概要 

・地球温暖化について 

・緑のカーテンの意味 

・アサガオの種まき 

実施状況 

（授業風景） 

 

〇地球温暖化についての説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇持ってきていただいた種をまく 
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実施状況 

（授業風景） 

 

〇水やりも忘れずに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇夏場の日よけとして利用（写真なし） 

 

 

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・人間が利用している機械などが原因で、地球の温度が上がってき

てしまっているのが分かった。 

 ・自然のものを利用することで、地球に優しい活動ができることが

わかった。 

 ・みんなで種をまいて、世話をしてグリーンカーテンができてよか

った。 

 ・もう少しアサガオが大きくなってくれるといいなあと思った。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・地球温暖化について、映像などを使って興味深く説明していただ

いてよかった。 

 ・たっぷり朝顔の種を持ってきていただき、子どもたちはとても喜

んで種蒔きをし、その後も水やりなど意欲的に行うことができた。 

 ・土の栄養が足りなかったのか、思ったよりもアサガオのつるが伸

びなかったが、グリーンカーテンの意味を体験的に学ぶことができ

た。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２７】 

授 業 名 
 緑のカーテン設置事業設置事業 

「グリーンカーテンを育てよう」 

実施学校名  松本市立中山小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 ２年１組 ２２名 

担当者  担任  秦 文子 

実施日（期間）  平成２９年５月２５日（水） 

講師名  松本市緑化協会 (株)奥原造園 奥原正司氏 

実施概要 

・グリーンカーテン（緑のカーテン）とは何かスライドを見ながら説

明していただき、子どもたちもエネルギーを使わず環境にやさしい

涼み方ついて考えることができた。 

・グリーンカーテンとしてアサガオを育て、アサガオに水をやること

で葉っぱから水が出て（蒸散し）、そのおかげで空気が冷やされて暑

い日でも冷房を使うことなく涼しくなると学んだ。 

・その後、教室前の花壇にアサガオの種まきを行った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

奥原さんによる 

グリーンカーテン 

についての授業 

 
 

 

 

 

 

 

 

奥原さんに教えていただきながら 

アサガオの種まきをする児童 
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授業について 

 記 入 者 ２年担任 秦 文子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・グリーンカーテンという言葉を初めて聞いたけど、どういうも

のかわかってよかった。 

・アサガオがカーテンみたいになるなんてびっくりした。 

 ・クーラーを使っていたらたくさん電気を使うけど、グリーンカ

ーテンなら、電気を使わなくても涼しいから良いと思った。 

 ・一生懸命育てて、きれいなアサガオがたくさん咲くと良いな。 

 ・本当のカーテンになるくらいアサガオを大きく育てたい。 

 ・2階まで届くくらいに大きく育って欲しい。 

 

  

２ 先生方の感想、要望等 

 ・講師の奥原さんに、キャラクターを使いながらスライドでグリ

ーンカーテンの良さを教えていただき、子どもたちにも大変分か

りやすかったです。環境の問題やエコな生活についても考えるき

っかけとなりました。 

 ・奥原造園さんにネットの設置・片付けまでやっていただき、大

変ありがたかったです。 

 ・アサガオだけでなく、キュウリも植えて学級園の他の野菜とと

もに楽しみました。グリーンカーテンの涼しさをより一層引き立

ててくれました。 

 ・アサガオの種をとったので、また来年、家庭でグリーンカーテ

ンを作ってみたい、と子どもたちも楽しみにしています。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２８】 

授 業 名 緑のカーテン設置指導 

実施学校名 松本市立源池小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
４学年（２学級 ５４名） 

担当者 堀内 勝  平出 葉子 

実施日（期間） 
平成２９年５月２６日（金）：奥原造園さんによる授業 

～１０月頃まで 

協力団体名 松本市緑化協会 奥原造園 

実施概要 

・地球温暖化・緑のカーテンの効果について映像を使い、奥原さんの

講義をお聞きし、緑のカーテンによって快適に過ごせることや、そ

の効果が省エネにつながることを学んだ。 

・緑のカーテンとなる植物（あさがお・へちま）の育て方を教わり、

植え方の指導をしていただいた。 

・その後、実際に種を蒔き、苗を植えた。 

・交代で水やりなどの世話をし、種を収穫し、つるをとってネットを

片づけた。 

実施状況 

（授業風景） 

 
「奥原先生、お願いしま

す！」 

「地球の温度が上がってい

るという話は本当なんで

すか？」 

「緑のカーテンの効果ってす

ごく大きいってわかりまし

た。ぼくも、出来ることを考

えて、ちょっとずつやってい

きたいです！」 

「地球の温暖化の予想を見

てみましょう！」 

「２０９９年…真っ赤にな

ってる！ほんとに…！」 



-56- 

 

実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者  堀内 勝 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・地球の温暖化があんなに進んでいるなんてビックリした。自分に

できることが何かないか真剣に考えるようになった。 

・あさがおやヘチマが実ってよかったけど、今年は少ないという話

しだった。肥料をもっとやらないといけなかったかなと思う。 

・種をとったりつるをとったりするのは大変だった。 

（ネットに巻きついていて、ひっぱってもなかなか取れない） 

・講師の先生がとてもわかりやすく教えてくれてうれしかった。 

・少しでも地球の温暖化を防げるような活動をしたいと思った。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・地球温暖化という言葉を知っている児童はいたが、実際に気温が

変化していくシミュレーションを見せてもらい、改めて「気温が上

がっていくんだ。」という実感を持つことができ、今後の授業に繋

がっていく学習ができた。 

・「水は、くんですぐのものではなく、くみ置きのものをまく」な

ど水やりのコツを教えていただき、造園のプロの方から育て方につ

いていろいろ教えていただけるのはありがたいことだと思った。 

・種を地面に直接まいたが、日当たりや水やり、栄養の関係から

か、思ったようには茂らなかった。例年同じ場所で行っているの

で、今後工夫をしていきたい。 

「肥料もまかないといけ

ないよね！」 

「種は、だいたい小指の

先くらいの穴に入れれ

ばいいよ！」 

「早く育たないかな！楽

しみだな！」 

「朝顔が２階や３階まで伸

びているよ！」 

「水やりを忘れないように

しないといけないね！」 

「自分たちのクラスの前ま

で伸びてくれればいいの

にな！」 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：２９】 

授 業 名 
緑のカーテン設置指導 

『「緑のカーテン」を作ろう』 

実施学校名 松本市立芳川小学校  

実施学年、学級 

参加人数 
４学年 ４学級 参加人数１２８名 

担当者 ４年３組 担任 大久保 雄次 

実施日（期間） 平成２９年１１月２８日（火） 

講師名 松本市緑化協会 (株)奥原造園 奥原 美智さん 

実施概要 

 

○理科「ヘチマの観察」 

○講師の奥原さんよりお話をお聞きして、下記について学んだ。 

・地球温暖化について 

・緑のカーテンの効果について 

 

実施状況 

（授業風景） 

 

ヘチマの苗を植えて、緑のカーテン作りに取り組む子どもたち  

奥原さんのお話を、真剣に聞きます。このままだったら、地球はど

うなってしまうんだろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏、どこまで大きくなるかなあ・・・ヘチマの観察 
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授業について 

 記 入 者 ４学年担任  大久保 雄次 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 

○奥原さんのお話から 

・地球の温度が上がり続けていることを知らなかった。 

・テレビで時々聞いていた「温暖化」の意味がわかった。 

・緑のカーテンで、暑さをふせげるなんて知りませんでした。 

・地球温暖化が進んでいく映像をみて、驚いた。（何にもしないで）

このまま進んでいったら、地球全体が真っ赤になってしまうことが

分かりました。 

・地球温暖化が進むと、５０年後１００年後に、地球がどうなって

しまうかわからないので、地球温暖化を少しでも遅らせたい。 

・来年は、学校だけでなく緑のカーテンをお家でも作って、ヘチマ

とアサガオを育てていきたいです。お家の人や地域の人にもきれい

なアサガオの花やヘチマの花や実を見てもらいたいです。 

○理科では、ヘチマがぐんぐん伸びて大きくなっていく姿を観察・

することで、植物の生長を理解することができた。 

 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・環境学習ではパワーポイントで地図やグラフを使い、児童が興味

を引くように工夫して授業をしていただきありがたかった。ただ４

年生にはやや難しい内容も含まれていた。 

・緑のカーテンを作っていただいたおかげで理科でのヘチマの観察

がとてもやりやすく、ありがたかった。また普段なかなかできない

環境教育にも目を向けるよい機会となった。 

・奥原造園さんが、棚作りを手際よくやってくださり、大変助かっ

た。 

・今年度は、ヘチマ棚の設置→ヘチマの観察→奥原さんのお話の手

順で行った。夏に緑のカーテンが作った日陰が、周囲の気温よりも

涼しくなることを実感した子どもたちは、奥原さんのお話（温暖化

抑制のための緑のカーテン）を理解しやすかった。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：３０】 

授 業 名 緑のカーテン設置指導 

実施学校名 松本市立鎌田中学校 

実施学年、学級 

参加人数 
造園委員会 ３２名 

担当者 辻中 健斗 

実施日（期間） 平成２９年６月１日(木) 

講師名 松本市緑化協会 (株)奧原造園 

実施概要 
管理棟東側に、ゴーヤとヘブンリーブルーを植え、緑のカーテンづく

りを行った。 

実施状況 

（授業風景） 

  

腐葉土と肥料を混ぜて土を作り、南側にゴーヤ、北側にヘブンリー

ブルーを植えた。（写真：立派に育った緑のカーテン） 
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授業について 

 記 入 者 三尾 浩幸 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・緑のカーテンが意外と大きくて驚いた。 

 ・生徒の何人かは、ゴーヤを持ち帰って家庭で食べた。 

 ・植物を育てるためには、土作りと水やりが大切だとわかった。 

 ・緑のカーテンづくりにふさわしい植物を調べてみたい。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・緑のカーテンによって、管理棟が涼しくなった。また、ゴーヤ

がたくさん収穫できて、おいしくいただいた。 

 ・ヘブンリーブルーの花期が長かったので、きれいな花を楽しむ

ことができた。 

 ・ゴーヤやヘブンリーブルーが、職員間のちょっとした話題にな

って良かった。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：３１】 

授業名 身近な自然観察 

実施学校 松本市立今井小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

１年１組 ３１名 

２年１組 ２７名 

担当者 １学年担任 桺澤 由香  ２学年担任 浦 嘉宏 

実施日（期間） 平成２９年１０月４日（水） 

講師名 自然観察の会 「ひこばえ」 

実施概要 

 

１ 今井小学校の学習公園で、いろいろな植物や生き物を集めてくる

ネイチャービンゴをして、自分たちで探してきて集めたりして観察

した。 

２ どんぐりやくるみを採集したり、くずのツルなどの自然のものを

使って遊んだりした。 

 

実施状況 

（授業風景） 

 ネイチャービンゴで探してこよう これはどこに当てはまるか

な？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  何かいるぞ！見つけろ！！    ツルでブランコ作ったよ！ 
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記入者 ２学年担任 浦 嘉宏 

授業について 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 

・いろいろな植物のことが知れてよかった。 

・学習公園にはいろいろな植物や昆虫がいることが分かって、今度、

家の人と遊びに来ようと思った。 

・鳥の巣や初めて見つけた木の実や、くもなどの生き物も見つけられ

てよかった。 

・たくさんの栗やくるみが落ちていて、お家に持って帰ろうと袋いっ

ぱいに集めている子がたくさんいた。 

・男の子たちは、昆虫に興味が強く、昆虫探しに熱中していた。 

・自然の中を走り回り、とても生き生きとした姿が多く見られた。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 

  ２年生は昨年も実施してもらいましたが、学習公園の活用として

は、とてもよい活動だと思います。今まであまり活用されていなかっ

た学習公園でしたが、いろいろな植物や昆虫、動物について教えてい

ただいたことで、休日にもお家の方と行ったという話を子どもたちか

らも聞くことができました。学習公園を中心に少しずつ自然教育が広

がってきていることを感じます。教えていただいたネイチャービンゴ

は、別の場所や機会でも活用できるなと思いました。 

「ひこばえ」の方には、昨年と違った活動を考えていただき、２年

生の子どもたちでも飽きることなく、活動することができました。と

てもありがたかったです。 

来年度もぜひ、お越しいただき、学習公園の魅力や自然についての

学習を更に深めるきっかけをつくっていただきたいと思います。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：３２】 

授 業 名 
体験プログラムを中心とした自然体験学習１ 

「野外体験」 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
知的障害学級 やまびこ  参加人数６名 

担当者 知的障害学級担任  小口恭子 

実施日（期間） 平成２９年１１月１７日（金） 

講師名 体験倉庫 かけはし   藤村 哲 先生  百瀬 先生 

実施概要 

１ 燃やす材料を中庭から探すことで、乾いた枝でないと燃えないこ

とに気がついた。 

２ 一人ずつマッチを使って火をつけてみることで、マッチの扱い方

や火をつけるための方法を学んだ。 

３ おこした火を使ってマシュマロを焼く中で、煙や周りの友だちの

位置を考えて自分の位置を考えることを知った。 

４ 中庭で身の回りの動植物についてのビンゴゲームを行い、身近な

動植物について関心を持った。 

５ バームクーヘン作りに挑戦することで、竹筒を回すことにより、

友だちと協力してやり遂げる大事さを知った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枯れ枝を見つけてドラム缶に入れた。 一人ずつマッチで火をつけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マシュマロを火で焼いた。    煙が流れる方向について気がついた。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生から出された問題の答えを    バームクーヘン作りに挑戦した。 

中庭で探した。 

授業について 

記 入 者 知的障害学級担任 小口 恭子 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・初めてマッチを使ったから、初めは怖かったです。なかなかマッ

チが擦れなくて何度もやり直しました。火がついたときはうれしく

て、何度も火をつけました。 

・マシュマロを焼いたときは、火に近づけ過ぎたり、いつまでも焼

いていたりしたので真っ黒焦げになってしまいました。でも焼いた

マシュマロはおいしかったです。 

・「やわらかい葉っぱ」等をみんなで相談しながら見つけて楽しか

ったです。 

・一番楽しかったのは、バームクーヘン作りです。二人で竹を回す

方向やスピードを合わせて動かすのは初め難しかったけれど、おい

しいバームクーヘンができてうれしかったです。またやりたいで

す。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

  知的障害学級ということで、普段の理科の授業では参加しても友

だちがやっている様子を見ているだけのことが多い子どもたちにと

って、実際に自分でできるようになるまで繰り返し火をつけたり、

指示された物を見つけたりする体験はとても貴重だったと思いま

す。みんな夢中で取り組んでいました。失敗しても怒ったり投げ出

したりしないで、友だちと協力をしながらがんばり続けられたこと

は、自立活動としても有効でした。 

  いつもの先生と違う知らない先生から教えていただくという経験

や初めてのことに挑戦してみるという経験は特別支援学級の子ども

たちにとってとても有意義な活動だと思います。しかし、在籍人数

が少ない学級なので、自分たちだけで講師の先生をお願いすること

は予算的にとても難しいです。もし可能なら今後もこのようなチャ

ンスがあればとてもうれしいです。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：３３】 

授 業 名 
体感プログラムを中心とした自然体験学習２ 

「野外体験 学校の自然を生かそう」 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
４年３組 ３６名 

担当者 武田 亜紀 

実施日（期間） 平成２９年１１月１４日(火) １～４校時 

講師名 信州野外体験楽校ぷらす 

実施概要 

・学校の自然を生かしたネイチャーゲーム(カモフラージュ、フィー

ルドビンゴ、たから物さがし)を通して、自然に目を向け、自然の生

命力の強さを学んだ。 

・燻製づくりを通して、人は火と昔から関わりながら生活してきたこ

とを知り、火の扱いに気をつけながらこれからも火と共に生活してい

くことの大切さを学んだ。 

実施状況 

（授業風景） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなことをするんだろう？ 煙が桜の香りだ！ 

火起こしに釘付け。 宝さがしで見つけたよ！ 
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授業について 

 記 入 者 武田 亜紀 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・どのゲームも楽しかった。また遊びたい。 

・今まで毎日見てきた自然だけど、じっくり見ると初めて知るこ

とがたくさんあった。 

・自然のものに興味が持てるようになった。 

・自然のものを使って、こんなに楽しく遊べるなんて思わなかっ

た。全校のみんなにも伝えて、みんなで楽しみたい。 

・私たちはけがをすれば病院に行けるけど、木は長い年月をかけ

て自分の力で治していくことがわかった。これからは、木や植物

を大切にして、傷つけないようにしたい。 

・クラスみんなで楽しめて、本当に楽しい時間だった。 

・火の扱い方を間違えないようにしていきたい。 

・初めて食べる燻製のちくわの味は、格別だった。家でも作って

みたい。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

  当日は、３名の先生に来ていただき、子どもたち全員が自然を

通して楽しんで活動できるよう、入念な準備を行っていただき、

充実した時間を過ごすことができました。 

子どもたちは、普段何気なく見ている自然を、じっくりと見た

り、触れたりして、様々なゲームに取り組みました。どの子の表

情も明るく、心から楽しんでいる様子が伝わってきました。 

  体験終了後、子どもたちはこの体験を全校の人たちにも、ぜひ

伝えたいという願いを持ち、活動内容をまとめ、紹介する活動が

始まっています。 

自然分野の専門の方にお越しいただき、子どもたちが体験を通

して学ぶことで、自然を大切にしていくことを実感していきまし

た。これからも、このような活動の場を設定していけたらと思い

ます。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：３４】 

授 業 名 

地球温暖化防止と 

木質バイオマスエネルギー利用方法 

「バイオマスで炊き出し体験」 

実施学校名 松本市立清水小学校 

実施学年学級 

参加人数 
４年１組 ３０名 

担当者 片桐 さつき 

実施日 

（期間） 
平成２９年１１月１７日（金） 

講師名 自然エネルギーネットまつもと 

実施概要 
○ロケットストーブと炊飯袋を使ってのご飯炊き体験 

○講師の先生による「環境問題や自然エネルギー」についての話 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタルマッチ体験      ロケットストーブに着火 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境問題についての話     ご飯が炊き上がりました 
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授業について 

 記 入 者 片桐 さつき 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・「バイオマス」という言葉を初めて知りました。 

・最初「ロケットストーブ」を見たときは、「こんなもので火がつ

くのかな」と思っていました。だから本当に火がついてときにはび

っくりしました。ロケットストーブはすごい仕組みになっていまし

た。自分でも作ってみたいです。 

・ご飯を食べたらすごく美味しかったです。新鮮でした。もしも災

害が起こったときには、家族のリーダーになって災害を乗り越えて

いきたいです。 

・ナガサキアゲハは暖かいところに住む蝶なのに、松本にもいる理

由が分かりました・ 

・私たちは化石燃料を無駄にしているなあと思いました。なぜかと

言うと３億年かけて作られたものを３００年で使ってしまっている

からです。１年で作ったものを３秒で使っていることになります。

バイオマスは１年かけて作ったものを１年かけて使うからいいと思

いました。私は、平島さんの話を聞いて、太陽の力を借りたりすれ

ばいいなと思いました。 

・太陽の力でいろいろなことができているということがわかりまし

た。 

・これからは、ものを無駄にしないようにしていこうと思いまし

た。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

  自然エネルギーネットまつもとの平島さんと渡辺さん、中信地区

環境教育ネットワークの中林さんに、打ち合わせ･準備・当日の指

導等、本当にお世話になりました。 

  子どもたちがスムーズに活動できるように下準備をしてくださっ

たり、分かりやすく環境問題や自然エネルギーについて話をしてく

ださったおかげで、子ども達はとても意欲的に見たり聞いたりして

いました。メタルマッチやロケットストーブなど、とても興味津々

でした。また、袋にお米と水を入れ密封して鍋に入れておくだけで

ご飯が炊けることにとても感動していました。環境問題や自然エネ

ルギーについて少し違う角度から触れられるよい機会となりまし

た。 
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 環境教育支援事業実施報告書      【番号：３５】 

授 業 名 水の生物の観察会「川の生き物探し」 

実施学校名  松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 ２年１組２４名  ２年２組２４名  計４８名 

担当者  川上 桂奈   木村 秀子 

実施日（期間）  平成２９年６月７日（水） 

講師名  川の自然と文化研究会（ＮＰＯ） 松本ホタル学会 

実施概要 

奈良井川脇の湧水（松島橋北側付近）へ行って、生き物探しをするこ

とを通して、自然の中でいろいろな生き物が生きていることを知り、

自然への関心を高める。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

①学校から奈良井川まで 

歩いて行き、川原で講師の

先生方と顔合わせをする。 

川での学習で注意すること  

を聞く。 

 

 

 

 

 

②早速、川に入り、タモを使って川の 

生き物探しをする。 

気温が少し寒かったが、川に入ること 

を怖がったり気持ち悪がったりする子 

もいず、みんな喜んで川の中に入って 

いた。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③生き物を捕まえると、子どもたちはすぐに講師の先生のところへ行

き、名前を聞いていた。なかなか見つけられない子もいたが、講師の

先生に生き物がいそうな場所を教えてもらい、見つけることができ

た。 

④捕まえた生き物を持ち帰りたいと言う子もいたが、今回は持ち帰ら

ず自然に返すことにした。 

⑤あっという間に時間が過ぎてしまい、子どもたちはもっと探したい

様子だった。 

⑥講師の先生方にお礼を行ってから学校に戻った。 

教室でどんな生き物がいたが、川の様子はどうだったかなどを自分の

言葉でまとめた。 

 

授業について 

 記 入 者 木村 秀子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・どこに虫がいっぱいいるかを教えてもらいました。石の下にい

っぱいいました。 

・ヨコエビとかぼくの知らない生き物をたくさん教えてもらって

すごく楽しかった。 

・ヨコエビの動きがすばやく横に動いていたからヨコエビって呼

ばれているんだと思いました。 

・虫はいろんな形をしていて、それぞれ動きが違うんだなあと思

いました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・講師の先生方が経験豊富で川に着いても詳しく、安全面配慮や

タモやトレーなどの準備をしてくださっていたので、安心して実

施ができたことが大変有り難かった。 

・このような校外学習を２年生でぜひ行いたい。 

 

３ その他 

・児童はとても楽しかったようで、後日、お家の人と一緒にもう

一度訪れて遊んだ子もいた。 
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環境教育支援事業実施報告書            【番号：３６】  

授 業 名 
平成２９年度松塩筑小学校教育課程研究協議会生活科 

～教職員対象・生活科お役立ち演習～ 

実施学校名 松本市立四賀小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
松塩筑の小学校４１校 教職員６５名 

担当者 松本市立四賀小学校 教頭 宮本 博 

実施日（期間） 平成２９年１０月３日（火） 

講師名 

①自然観察の会ひこばえ（村上さよ子さん） 

②特定非営利法人わおん（山田勇さん、山田直美さん） 

③信州やがいたいけん楽校ぷらす（降幡光幸さん、朝倉茜さん） 

実施概要 

①ひこばえ  保福寺川での身近な植物観察 

②わおん   フィールドビンゴ、色合わせ、葉っぱさがし 

③ぷらす   フィールドビンゴ、カムフラージュ、目隠しイモムシ 

実施状況 

（授業風景） 

 

①ひこばえ  保福寺川での身近な植物観察（２０名） 

 

保福寺川沿いの身近な植物を集

めて、名前や特徴についてお話を

聴いた。また、外来植物の多さに

驚いたり、種の不思議さなどにつ

いて体験を通して学んだ。 

 

 

 

 

②わおん フィールドビンゴ、色合わせ、葉っぱさがし（２７名） 

 

身近な植物に実際に触れながら

フィールドビンゴを楽しんだ。ま

た、一番トゲトゲしている葉っぱ

や一番つるつるしている葉っぱ

集めを競ったり、虫眼鏡を使って

昆虫や葉っぱを観察した。 
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実施状況 

（授業風景） 

③やがいたいけん楽校ぷらす 雷神社（１８名） 

 

雷神社周辺の森の中でフィ

ールドビンゴ、カムフラージ

ュ、目隠しイモムシなどを体

験した。 

 

 

 

 

 

授業について 

 記 入 者 宮本 博 

【参加された先生方の感想】 

○神社の周りで楽しく遊びを体験することができました。自然を使っ

た遊びは考え方によっては無限にあると思いました。その地域の特色

を生かした遊び方を考えていきたいと思います。 

○校庭でのフィールドビンゴは、すぐに役立ちそうでありがたかった

です。「情報」としてとてもありがたい演習となりました。 

○フィールドワークは、ぜひ子どもたちにプレゼントしてあげたいと

思う内容を教えていただきました。１１月初めに予定している秋の遠

足でやってみたいと思います。また、チームの先生方と協力して探し

たりコミュニケーションをとったりすることができたこともよい時

間となりました。 

○すぐに使える活動を教えていただきありがたかったです。春探し、

秋探しは、ただ出かけるだけになっていたなと反省です。ちょっとし

た工夫、小道具があるだけで夢中で自然と触れ合えることがわかり、

早速、学校でもやってみたいと思いました。 

○ネイチャーゲームでは、いつもは見落としている小さな植物をじっ

と見たり、音を聴いたり、さわったりすることができました。子ども

たちとも実践してみたいと思いました。 

○今まで川遊びに行っても植物にはあまり目を向けてこなかったの

で、村上さんのいろいろなお話をお聞きして、遊びに特性があってお

もしろいと感じた。 

○身近なものに目を向けることで、今まで気づかなかったものが教材

になるのだと思い、すぐにでも実践してみようという気持ちになりま

した。大人は頭が固いので、なかなか気づかないものや見つけられな

いものがあるかと思いますが、子どもたちなら様々なものを見つけら

れると思います。どんなものを発見してくれるのか楽しみです。 

○すぐに使えるアイディアと身近なものへの意外さを知ることがで

きた。活用したい。 
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授業について 

 

○楽しかったです。とても。小さいものが普段、目もやらないものに

近づき、触り、やっているうちにどんどん楽しくなってきました。最

近、どんぐりを見ても喜べない自分に、１週間前の遠足にため息が出

ましたが、久しぶりに草や虫を見て元気をもらいました。 

○自然の森の中での二つのネイチャーゲーム、とても楽しく清々し

く感じる時間でした。子どもたちにも是非、この楽しさを味わわせた

いなと思いました。 

○校庭グループに参加しました。何かひと工夫、小道具があるだけで

秋探しが充実したものになると感じました。秋探しをする視点を教

師の側が提示してあげる工夫を考えていきたいと思いました。 

○川辺の植物探しを子どもたちと同じような気持ちでできて、楽し

いひと時だった。よく見る植物も、名前も知らないものばかりだなと

思った。食べることできたり、遊べたりする事を知ると、それらが身

近に感じられることに気づいた。 

○神社の森の中でのアクティビティは、単純だけど面白く、自然につ

いて学べる大変有意義な時間でした。子どもたちともやってみたい

と思うゲームでした。 

○自然なもの不自然なもの意識してみることだけでも、目も頭にも

心も使いました。 

○川での演習楽しかったです。講師の先生に感謝です。 

○とても楽しくフィールドワークに取り組めた。こんな体験を子ど

もたちにもさせたいと思った。  
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☆講師コメント☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人わおん 山田勇 

島内小学校2年生に、校庭での自然体感プログラムを実施しました。秋が深まり、いろいろ

な種類の木が紅葉している中で、じっくりと葉っぱなどを観察する機会となりました。子ども

たちは、活動に興味を持ち積極的に楽しんで参加してくれました。ゲーム性があったり、ちょ

っとした観察道具があったりするだけで、ぐっと活動に入り込むことができました。普段は見

過ごしがちな身近な自然に関心を持ち、日々の学校生活で季節の変化などを感じるきっかけに

なれば嬉しいです。 

合同会社リトルピークス 小峰邦良 

何よりも！子ども達の笑顔にパワーと無限の可能性を感じた！！ 

黒川の渓流で岩魚の様に流れを遡る子ども達。梓川の冷たい水に驚きながらも必死に泳ぐ子

ども達。犀川の急流に身を委ね大はしゃぎの子ども達。子ども達の表情は僕らが子どもだった

頃と同様。純粋で可愛いくて真っすぐで、いつまでも一緒に遊んでいたかった・・・・。 

これからも身近な自然を舞台に、子ども達と感動を共有して行きたい。そんな機会を与えて

くれた安曇小・田川小、そしてネットワークに感謝の気持ちで一杯です。 

自然エネルギーネットまつもと 平島安人 

 

清水小学校4年のクラスで「バイオマスで炊き出し体験」を行いました。生徒がハイゼック

ス炊飯袋に米と水を詰め、ロケットストーブ2台を使ってパッククッキング。授業後の3時間

目には炊きあがったご飯を食べ美味しいと好評だったとのこと。ファイヤースターター（メタ

ルマッチ）を使っての着火は大ウケ、炊飯の待ち時間で地球温暖化やバイオマスの話をしまし

た。青空のもと、歓声と笑顔に包まれた楽しい時間。またやりたいです。 

 

松本市小中学校環境教育支援事業を実施した講師の皆さんから、 

コメントをいただきました。 
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株式会社 環境技術センター 宮澤恵美 

「水ってなあに？」と題して、安曇小学校で地球上を巡る水のお話をさせていただきました。

松本市は北アルプスから湧き出る水がふんだんにあり、当たり前のように過ごしていますが、

実は、地球規模で水が循環していることがわかると、奇跡に近い水の恵みをいただいているこ

とがわかります。私たちの先祖のおかげで今があり、未来の人たちのために自分たちが何をし

なければならないのかを考えるきっかけになればな～なんて思ってやらせていただきました。 

手作り感満載の実験道具で、実験を楽しんでいる子どもたちの笑顔が私たちの励みです。 

おうちに帰って、「あの実験装置、おじさんが作ったんだって！すごいね～」なんて言う感想

をいただくとおじさんはますます張り切ってしまうんです。 

体験することって大切です。文字で勉強するだけでは得られない広がりが得られます。 

これからも、工夫を凝らした実験装置を作っていきたいと思います。 

自然観察の会 ひこばえ 村上さよ子 

先生方が、昨年は下草が刈りとられていたのでと、今年はまだ草やつるの残る学習林のフィ

ールドを配慮していただきました。とても寒い日でしたが、子どもたちは学習林の中を元気に

かけまわって自然探しに集中しました。見つからないかもと思っていた木の下のやぶの中の小

鳥の巣まで見つけてくれました。その子は昨年1年生の時にバラの花（ヒマラヤスギの松ぼっ

くり）を見たよと覚えていてくれた子でした。 

学習林にはクリやクルミの木が植えられており、地面にいっぱい落ちているクルミも拾って

もらいました。今井という恵まれた自然環境の中で、体験（実績）から学ぶものを生かして、

地域の自然を大切に考えながら成長してほしいと思います。 
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平成 29 年度 小中学校環境教育支援事業 講座一覧 
No. 分類 講座名称 講師 項 

1 自然体験 

１持続可能な自然との共存を皆と一緒に考え

るプログラム 

２登山やハイキングの引率 

認定 NPO 法人信州まつもと山岳ガイ

ド協会やまたみ 
79 

2 自然体験 
１自然と触れ合い感性を育てる活動 

２簡単な工作で道具が使えるようになる活動 
NPO 法人わおん 80 

3 

自然体験 

環境知識 

生活力 

１梓川リバーアドベンチャー 

２地元の山が１００倍好きになる登山学 

３梓川大好き！大河の一滴プロジェクトスラ

イドショー 

合同会社リトルピークス 81 

4 
自然体験 

環境知識 

１ぬかくどご飯炊き体験 

２地域発見ウォーキング 
NPO 安曇野ふるさとづくり応援団 82 

5 
自然体験 

環境知識 

１いきもの探しと観察 

２プランター菜園講座 

３精米工場の見学と、お米の作り方、流通、

循環について学ぶ 

４田んぼの生き物と豊かな農地          

いきものみっけファーム in 松本 

推進協議会  
83 

6 
自然体験 

環境知識 
ツキノワグマの生態を知ろう 

ＮＰＯ法人 

信州ツキノワグマ研究会 
84 

7 
自然体験 

環境知識 
水辺の生物の観察会 川の自然と文化研究所（ＮＰＯ） 85 

8 環境知識 
１やさしい放射線の実験教室 

２水ってなあに？ 
株式会社 環境技術センター 86 

9 環境知識 

１地球環境問題・地球温暖化問題と自然エネ

ルギーを学ぶ 

２竹筒と蜜蝋を使ったキャンドルづくり 

３小水力発電機による自然エネルギー体験 

松本市地球温暖化防止市民ネットワ

ーク（エコネットまつもと） 
87 

10 
環境知識 

生活力 

１マイ箸づくり 

２彫刻指導 寿 鉋
かんな

の会 88 

11 生活力 裁縫作業指導（マイ箸収納袋制作） 
松本市ボランティアセンター 

（松本市社会福祉協議会内） 
89 

12 
環境知識 

生活力 

１あかりのエコ教室 

２エコと太陽光発電教室 

パナソニック株式会社 

エコソリューションズ社 

松本電材営業所 

90 

13 
環境知識 

生活力 
生ごみ処理機を使用した堆肥作り 株式会社 キクイチ 91 

14 
環境知識 

生活力 
木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ 92 

15 
環境知識 

生活力 
木材の活用法 松本市林業士会 93 

16 
環境知識 

生活力 
緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 94 

17 
自然体験 

環境知識 

１身近な自然観察 

２水辺の自然観察・まちなかの自然観察  

３外来植物って何？ 

自然観察の会 ひこばえ 95 

18 
自然体験 

生活力 
体感プログラムを中心とした自然体験学習１ 体験創庫かけはし 96 

19 
自然体験 

生活力 
体感プログラムを中心とした自然体験学習２ 信州やがいたいけん楽校ぷらす 97 

20 生活力 
地球温暖化防止と木質バイオマスエネルギー

利用方法 
自然エネルギーネットまつもと 98 

21 
自然体験 

環境知識 
水辺の観察会 特定非営利活動法人 えんどっこ 99 

22 
環境知識 

生活力 

リサイクル・リユースについてのワークショ

ップ 
フリマネット信州 100 

23 
自然体験 

環境知識 
ビオトープ生物観察 松本ホタル学

まなぶ

会 101 

24 環境知識 
まつもとの環境について学ぼう 

「松本市環境基本計画関連講座」  
松本市環境政策課・環境保全課 102 
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学習プログラム  教科・領域との関連について 

○ 講座ごとに、教科、領域を関連づけました。 

ご要望に応じ対応可能ですので、あくまで参考としてください。 

社会 理科 技術 家庭 生活
図画工作

美術
総合 特別活動

１持続可能な自然との共存を皆と一緒に考えるプログラム

２登山やハイキングの引率

2
１自然と触れ合い感性を育てる活動
２簡単な工作で道具が使えるようになる活動

○ ○ ○ ○ ○

3
１梓川リバーウォーキング
２地元の山が１００倍好きになる登山学
３梓川大好き！大河の一滴プロジェクトスライドショー

○　 ○ ○ ○ ○

１ぬかくどご飯炊き体験

２地域発見ウォーキング

１やさしい放射線の実験教室

２水ってなあに？

１地球環境問題・地球環境温暖化問題と自然エネルギー
を学ぶ
２　竹筒と蜜蝋を使ったキャンドルづくり

３　小水力発電機による自然エネルギー体験

11 裁縫作業指導（マイ箸収納袋制作） ○ ○ ○ ○

１あかりのエコ教室

２エコと太陽光発電教室

１端材の工作

２積み木で遊ぼう

22 リサイクル・リユースについてのワークショップ ○ ○ ○ ○

23 ビオトープ生物観察 ○ ○ ○ ○

○

24 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 水辺の観察会 ○ ○ ○

まつもとの環境について学ぼう
「松本市環境基本企画関連講座」

○

20 地球温暖化防止と木質バイオマスエネルギー利用方法 ○ ○ ○

19 体感プログラムを中心とした自然体験学習2  ○ ○ ○  ○

○

18 体感プログラムを中心とした自然体験学習1 ○ ○ ○ ○ ○

17 自然観察からはじまる自然保護の実践 ○ ○ ○ ○

○

16 ○ ○ ○ ○ ○

15 緑のカーテン設置事業 ○ ○ ○ ○

○

14 木の授業とバウムクーヘン作り ○ ○ ○

13 生ごみ処理機を使用した堆肥作り ○ ○ ○ ○

12 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

10
１マイ箸づくり
２彫刻指導

○ ○

9 ○ ○

○ ○ ○

○

8 ○ ○ ○ ○ ○

7 水の生物の観察会 ○ ○

○

6 ツキノワグマの生態を知ろう ○ ○ ○ ○ ○

5

１いきもの探しと観察
２プランター菜園講座
３精米工場の見学と、お米の作り方、流通、循環について
学ぶ
４田んぼの生き物と豊かな農地

○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

No. 講座名
関連する主な教科・領域

1 ○ ○ ○ 　 ○ ○

 

 講師の選定、講座内容の作成に際して、一般社団法人長野県環境保全協会中信支部、松本商工会議所及び

市民団体等の協力をいただいています。 

 また、支援事業のコーディネートについて、中信地区環境教育ネットワークの協力をいただいています。 
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【分類：自然体験】 

講座名称 
１持続可能な自然との共存を皆と一緒に考えるプログラム 

２登山やハイキングなどの引率          （講座 No.１） 

支援事業内容 

・こども自然体験教室 

・自然観察会（自然全般・植物・野鳥・昆虫など） 

・野生生物や生物多様性に関する学習 

・自然観察会 、自然体験の指導 

美ヶ原、上高地、乗鞍高原、松本市アルプス公園など中信地区全

域。（日程が合えば三城キャンプも対応可） 

 

プロジェクト・ワイルドのエデュ 

ケーター資格者が、学校の希望テー 

マに沿ったプログラムを提供します。 

学校でテーマを決めていない場合は、 

「温暖化」「鹿の食害」など、現地 

の実態に即したテーマでプログラム 

を提供します。 

雨天の場合は屋内でプログラムを 

提供します。  

対象学年（年齢） 小学生以上、学年に応じた授業内容を相談しながら内容決定 

時間数 ２時間程度～1 日（宿泊があってもよい） 

講師人数 
子ども 15 人に対して講師１名  

フィールドで行う場合は、子ども 10 人に対して講師 1～2 名 

費用 講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

必要な準備 文具（筆記用具・模造紙・Ａ４用紙・プロッキーなど） 

講師からの 

持込機材等 
プログラムに必要とする資材等 

講師 

連絡先 

認定 NPO 法人信州まつもと山岳ガイド協会 やまたみ 

TEL 0263 -34-1543 

E-mail info@yamatami.com  担当 石塚聡実 

http：//yamatami.com/ 

講師について 

2005 年に設立された、長野県の山岳地帯を主たる活動場所とする

NPO 法人です。登山ガイド・自然ガイドの資格者を軸に構成されてい

ます。信州の豊かな自然から人間と自然が共存する機能を理解し、そ

のあり方を考える事を目的としています。 

開催実績 

平成 27 年度 

開智小学校  鹿と環境との関わりについて学ぶワークショップ 

松本市環境教育事業（エコスクール）講師 

その他学校登山、上高地学習など多数 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネー

トを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡しま

す。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験】 

講座名称 
１自然と触れ合い感性を育てる活動       

２簡単な工作で道具が使えるようになる活動    （講座 No.２） 

支援事業内容 

 

１学校の校庭などの身近な自然で、 

自然と触れ合い感性を育てる活動 

 

２自然の素材で作る簡単な工作で、 

道具が使えるようになる活動 

 

 講師を派遣し学校近隣（校内を含 

む）で行う学習支援。事前打ち合わ 

せの中で、活動内容や狙いを確認。 

学校の希望に合わせたプログラムと 

する。（野外の活動を希望する場所があれば、そこで実施可能） 

 

対象学年（年齢） ３歳～大人まで 

時間数 
１～２時間程度 

（希望時間に応じたプログラムを実施することもできます。） 

講師人数 
児童・生徒 20 人に対して１人の講師 

（安全確保の観点から、最低２名での実施を希望します。） 

費用 
講師謝礼 １人につき 5,000 円（授業１回分毎） 

クラフトを実施する場合は、材料費（ひとり 100 円～200 円程度） 

必要な準備 申込時・事前の打合せを通じて別途相談 

講師からの 

持込資材等 
プログラムに使用する備品、工具など 

講師 

連絡先 

NPO 法人わおん 

TEL 0263-87-3005 

E-mail waon@ac.auone-net.jp  担当 山田直美 

http://waon.naganoblog.jp/ 

講師について 

塩尻市を拠点に、自然体験活動を実施している団体です。 

小学生を対象にした年間の自然体験活動や、保育園、児童館などへの

出前講座を行っています。 

開催実績 
平成 28 年度 田川小学校 

学校の近くの田川でネイチャーゲームなどの自然体験活動 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネー

トを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡しま

す。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験、環境知識、生活力】 

講座名称 

１梓川リバーアドベンチャー 

２地元の山が１００倍好きになる登山学 

３梓川大好き！大河の一滴プロジェクトスライドショー（講座 No.３） 

支援事業内容 

１ 梓川リバーアドベンチャー(川離れ防止大作戦！川の安全講習会付) 

  梓川の伏流水を歩き、泳ぎ、渡り、時にはライフジェットでプカ

プカ～目指すは大河犀川！  

２ 地元の山が１００倍好きになる登山学(山歩きから学ぶ生きる力) 

メインフィールドは乗鞍岳、常念・蝶ケ岳、鉢盛山。普段学校か

ら見える地元の山を楽しみながら山歩き。児童＆生徒主体の登山計

画からお手伝いいたします。 

３ 地元梓川領域をより理解し、身近に感じてもらう座学（スライド

ショー）。これをきっかけに、実際の川＆山に活動の幅を広げてみ

ては如何でしょうか？ 

＊場所は変動有。学校の近くの川にてアレンジ可能 

対象学年（年齢） 小学校１年生より大人まで（プログラムによる） 

時間数 最短 1 時間～泊まり込みプログラムまで対応可能 

講師人数 

プログラム１ …子ども１０人に対し、１人の指導者 

プログラム２ …子ども１５人に対し、１人の指導者 

＊いずれもプログラム内容、フィールドにより変動あり 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

保険料(34 円～)、レンタル器材等（100 円～）、プログラムによる 

必要な準備 申込時、事前の打合せを通じて別途相談 

講師 

連絡先 

合同会社リトルピークス 

TEL 0263 -93-1243  携帯 090-3561-5351 

E-mail mine@littlepeaks.jp 担当 小峰邦良 

http:只今準備中（メールでお問い合わせください！） 

講師について 

２０１４年１２月に松本市安曇に産声を上げたアウトドアガイド＆

ツアー会社。登山ガイド、沢登り、ラフティング、スノーシューなど

のアクティビティーを中心に、各種安全講習会、子ども冒険キャン

プ、クリーンアップ梓川などの地域貢献活動などと、松本の大自然を

春夏秋冬３６５日全身で感じられるプログラムを展開中。ガイド＆ツ

アーコンセプトは「風流であれ！アナログであれ！！」。松本を愛す

る個性豊かなメンバーでお待ちしております。 

開催実績 

平成２８年度 波田小学校 

・梓川リバーアドベンチャー 

 ①川の安全講習 ②川に飛び込もう！ ③レスキュー体験 

 ④ぷかぷか川の流れにのってみよう！ ⑤浅瀬横断 

 ⑥リバースイム ⑦梓川の生き物観察 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネー

トを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡しま

す。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 
１ ぬかくどご飯炊き体験 

２ 地域発見ウォーキング             （講座 No.４） 

支援事業内容 

 

１ ぬかくどご飯炊き体験 

昔ながらの「ぬかくど釜」でご飯を炊

き、美味しいお米を味わってもらいま

す。「ぬかくど釜」は、昭和初期に農家

で使用されていた「ぬか」＝「もみ殻」

を使った釜で、紙芝居にて概要を説明し

ます。 

※3 釜持参可能（おにぎり約 70 個/釜） 

 

２ 地域発見ウォーキング 

安曇野市内の屋敷林、拾ヶ堰、 

道祖神等の原風景が残る地域を、 

クイズ等を楽しみながら案内します。 

対象学年（年齢） 小学校３年生以上 

時間数 ２時間程度 

講師人数 子ども 30 人に対し 2 人の講師 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分） 

その他  お米代、資料代等 必要 

必要な準備 申込時・事前の打合せを通じて別途相談 

講師 

連絡先 

NPO 法人安曇野ふるさとづくり応援団 

TEL 0263 -81-1325 

E-mail lifeport@nifty.com   担当 宮﨑崇徳 

http://azumino-furusato.com/ 

講師について 

Ｉターン者と地域住民との交流による新しいふるさとづくりを目指

して、平成 18 年に設立した NPO 法人です。平成 19 年度から自然、

歴史、文化を学びながら歩く「ふるさとウォッチング」「安曇野さん

ぽ」を年 10 回程度開催し、過去のルート図を「ふるさとウォッチン

グマップ」としてまとめ、公式サイトで公開しています。また、平成

27 年度に地域ガイド育成講座「案内人の教室」をスタートし、県や

国営公園と連携して人材育成に取組んでいます。 

開催実績 

ぬかくどご飯炊き体験  

平成 27 年度 会田中学校・二子小学校  

平成 28 年度 会田中学校・二子小学校 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当（教育文化センター）に提出してください。

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信地

区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネット

ワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合わ

せください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。 

（夕方５時以降） 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 

１ いきもの探しと観察 

２ プランター菜園講座 

３ 精米工場の見学と、お米の作り方、流通、循環について学ぶ 

４ 田んぼの生き物と豊かな農地          （講座 No.５ ） 

支援事業内容 

年間を通じてお米の肌ヌカ

（米の精）を使用した農法の実

演と体験により、土壌を豊かに

する健康な作物づくりと生きも

のあふれる農地づくりを行い、

その場所を環境学習に使用して

います。 

作物を育てるもの、生き物を

観察する活動は５月～9 月が活動 

時期の目安です。精米工場の見学は年中できます。 

対象学年（年齢） 小学校３年生以上 

時間数 90 分（相談に応じて対応可能） 

講師人数 
１、３、４は子ども 30 人に対し２人の講師 

２は、子ども 30 人に対し１人の講師 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

２は、プランター、苗代、肥料代等別途実費がかかります。 

必要な準備 申込時・事前の打合せを通じて別途相談 

講師からの 

持込資材等 

米の精（肥料） 

簡単な循環型農業に関する資料 

講師 

連絡先 

いきものみっけファーム in 松本推進協議会 

TEL 0263-92-1508 

E-mail  ts_kakehashi@yahoo.co.jp  担当 藤村 

http: //www.ikimonomikke-farm.com/ 

講師について 

環境を保全しつつ、有機循環型農業を地域で実現するために発足し

た、産・官・学・民協働の環境教育協議会です。お米の肌ヌカ（米の

精）を使用した農法により土壌を豊かにし健康な作物づくりと生きも

のあふれる農地づくりを行い、その場所を環境学習に使用していま

す。 

開催実績 

平成 28 年度 いきものみっけファーム in 松本 

（寿地区の田んぼで通年開催、市内全域から参加あり） 

菅野小学校 下記 3 テーマで生き物探しと観察を行った。 

①ネイチャーゲーム ②水辺の生き物 ③草むらの生き物 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネー

トを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡しま

す。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 ツキノワグマの生態を知ろう             （講座 No.６） 

支援事業内容 

 

講師を派遣し学校近隣（校内 

を含む）で行う学習支援 

 

パワーポイントを用いた講義 

（クマの生態、出会った時の対 

処法等） 

対象学年（年齢） 全学年可 

時間数 1 コマ（４５分～９０分） 

講師人数 子ども 100 人に対して２人の講師 

費用 講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

必要な準備 
・スクリーン 

・プロジェクター（できれば） 

講師からのからの

持込資材等 

・パソコン 

・トランクキット（クマの毛皮、頭骨等）、クマの着ぐるみ 

講師 

連絡先 

NPO 法人 信州ツキノワグマ研究会 

〒 390-0876  松本市開智２－９－８ 

TEL 0263 -36-1884 

E-mail:kumaken.shinshu@yahoo.co.jp     担当 浜口あかり 

http://www.geocities.jp/shinshukumaken/ 

講師について 

ツキノワグマの生態研究および保護管理の活動を通し、〝ツキノワグ

マ″とその生息環境の保護保全を図り、野生動物と人間の共存を実現

する。 

開催実績 

 

平成 27 年度 

安曇小中学校 ツキノワグマの生態を知ろう 

平成 28 年度 

奈川小学校  ツキノワグマの生態を知ろう 

 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネー

トを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡しま

す。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 水辺の生物の観察会                （講座 No.７） 

支援事業内容 

 

水辺の生物の観察会  

水路・ビオトープ・学校プールなどにおける水生生物や植物の観察

会を行います。 

【これまでに実施した学習会のテーマ】 

・日本人の川と水への意識  

・アルプスの水がもたらす恵みと課題 

・里地・里山の森と暮らしと水 

・千曲川水系における水生昆虫類の個体群

構造と遺伝的構造 

・松本、伊那盆地におけるトノサマガエ

ル・ダルマガエルの分布と交雑について 

・河川繁殖する鳥類への増水の影響と役割  

・トンボ類からみた日本と台湾の繋がり 

・父親が子育てをするコオイムシ科昆虫の

繁殖生態と系統進化・種分化について 

・安曇野の魚と人とのかかわり 

 

対象学年（年齢） 小学校３年生以上（学年に合わせた授業を行います） 

講師人数 子ども 30 人に講師１～２名 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

材料費  開催内容による（事前の相談で決定） 

必要な準備 

学校で準備するもの 

網、内面が白色のプラスティック皿、ピンセット 

虫めがね（10～20 倍）、バケツ、ノート（スケッチ用紙） 

講師 

連絡先 

川の自然と文化研究所（NPO） 

TEL 0263-72-3768 

E-mail  tyoshid2002@yahoo.co.jp 担当 吉田利男 

講師について 
身近な川を調べ、地域文化との関係や生き物のすみかとして成り立

ちを考え、今後の川の姿に関して提言する NPO 法人です。 

開催実績 

平成 27 年度 平成 28 年度 田川小学校 

①奈良井川脇の湧水に行って水中生物を探す。 

②学校に戻り、捕まえた水中生物をルーペ等で観察する。 

③水中生物の記録の書き方を講師から習い、絵と文で記録する。 

平成 28 年度 信州大学教育学部附属松本小学校 

年間を通して定期的に女鳥羽川を散策してきた子どもたちが、講師の

先生から川の生物の解説を聞いたり、川の生物の見つけ方を教わったり

する事を通して、女鳥羽川への関心を更に高めた。 

申込み 

（直接申込不可） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネ

ートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡し

ます。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：環境知識】 

講座名称 
１ やさしい放射線の実験教室 

２ 水ってなぁに？                （講座 No.８） 

支援事業内容 

１ やさしい放射線の実験教室 

放射線は自然に存在し、正しい管理のもとで利用されることで人

の役に立つこと、また、原子力発電所事故を受けて、これからのエ

ネルギーについて考えるきっかけになればと思います。普段目に見

えない放射線の飛んだ軌跡を簡単に観察でき、簡単な測定器を使っ

て外の放射線量やその場の放射線量を測定します。 

 

２ 水ってなぁに？（水の性質と循環を学ぼう） 

水が個体、液体、気体に変わること、海や川の水が蒸発して雲に

なり、雨となって地上に落ちてきてまた海に流れるという循環が、

地球が誕生して何億年も前から繰り返され、これからも続いていく

はず。だから、未来の人たちのためにも大切に、汚さないように使

わなければならないことを実感できたらと思います。 

また、4 種類の水を用意して、きき水を体験してもらいます。日本

の水とヨーロッパの水の味の違いを体験して、どうしてこの味の違

いが出るのかを試験します。 

対象学年（年齢） 小学校 1 年生～中学 3 年生まで学年に合わせて 

時間数 2 時間（ご相談ください） 

講師人数 子ども 40 人に対し、講師 2 名 

費用 講師謝礼 １人につき 5,000 円（授業１回分毎） 

必要な準備 ２ 500ｍｌのペットボトルを一人 1 本用意 

講師からの 

持込資材等 

１ やさしい放射線実験教室 

  放射線の軌跡観察の機材（タッパー、ランタンマントル、エチルアル

コール等）、放射線量測定器 

２ 水ってなぁに？ 

  水の循環模型、ドライアイス、硬度試験キッド、水の汚れ試験キッド  

講師 

連絡先 

株式会社 環境技術センター 

TEL 0263-27-1606 

E-mail miyazawa.m@kgcenter.co.jp  担当  宮澤恵美 

http://www.kgc-minnanolab.com/ 

講師について 

松本市内で 40 年間、環境分析を行ってきている会社です。環境問題

がクローズアップされる昨今、理科実験と環境問題を組み合わせて、

難しくとらえられがちな化学物質などを、わかりやすく解説したいと

考えています。 

開催実績 

平成 27 年度 

会田中学校 やさしい放射線実験教室  

波田小学校 水ってなあに？（水の性質と循環を学ぼう） 

平成 28 年度 田川小学校 水ってなあに？ 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネー

トを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡しま

す。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：環境知識】 

講座名称 

１ 地球環境問題・地球温暖化問題と自然エネルギーを学ぶ 

２ 竹筒と蜜蝋を使ったキャンドルづくり 

３ 小水力発電機による自然エネルギー体験     （講座 No.９） 

支援事業内容 

１ 気象予報士が、宇宙や歴史から見た地球環境や気候変動（地球

温暖化）をとおして、身近な環境問題（自然災害と防災・省エ

ネ・ごみ・食料問題・自然エネルギー等）についてお話しするほ

か、自然エネルギー機器等や教材を使いわかりやすく伝えます。 
 

２ 竹筒を自分たちで加工して装飾し、蜜 

蝋を使ったキャンドルを作ります。キャン 

ドルは地球温暖化防止を啓発するキャン 

ドルナイトイベント（6 月：松本市美術館、 

12 月：松本駅前）で大々的に飾り、イベ 

ントに華を添えていただきます。 
 

３ 可搬式の小水力発電機を使って、実 

際の水力発電の仕組みを体験して学ぶ 

ほか、ソーラーカー、発電自転車体験 

を行います。 

対象学年（年齢） 小学校高学年～中学生 

時間数 １ 要相談   ２ ２～３時間程度   ３ １時間程度 

講師人数 子ども 10 人に講師１～２名 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

材料費 （開催内容による） 

必要な準備 

１ プロジェクター、スクリーン 

２ 実施場所として工作室 

３ 校内の流水（落差）がある箇所 

講師からの 

持込資材等 

１ パソコンなど 

２ 電動ドリル、鋸、ホットボンド等の工具類 

３ 可搬式小水力発電機、ソーラーカー、発電自転車 

講師 

連絡先 

松本市地球温暖化防止市民ネットワーク（エコネットまつもと） 

TEL・FAX 0263-57-5460 担当 鈴木喜一郎 

講師について 

市内 13 団体で構成するネットワークです。それぞれの環境保全活動の

持ち味を活かし、「キャンドルナイトまつもと（6月、12 月）」「打ち

水大作戦（8月）」等の活動を行っています。 

開催実績 

平成 27 年度 

会田中学校 竹筒と蜜蝋を使ったキャンドルづくり 

平成 28 年度 

鎌田小学校 竹筒と蜜蠟を使ったキャンドルづくり 

キャンドルづくりワークショップ、自然エネルギー講座等 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネ

ートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡し

ます。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：環境知識、生活力】 

講座名称 
１ マイ箸づくり 

２ 彫刻指導                  （講座 No.１０） 

支援事業内容 

 

１ 自分で鉋やノコギリを使って 

ヒノキの端材から自分だけの箸 

を作ります。材木に関する基本 

的な知識についても学習し、物 

を大切にする気持を養います。                             

 

２刃物の安全な使い方を学びます。 

対象学年（年齢） 

小学校高学年～ 

低学年では、参観日など親子での実施例あり。（小学校 1 年生） 

その他学年に応じた授業内容を相談しながら決めます。 

時間数 ２時間～３時間必要 

講師人数 子ども 10 人に対して講師１名 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

材料代  １人 300 円 

必要な準備 
その他、申込時・事前の打合せを通じて別途相談 

作業に適した会場（工作室等） 

講師からの 

持込資材等 
工作台（机上に設置）、肥後ナイフ、鉋 

講師 

連絡先 

寿鉋の会 

TEL 090-1828-5282  鬼頭朝雄 

講師について 

毎週土曜日にシルバー人材センターのショップにて刃物の研ぎや日

曜大工などを行っています。長年にわたり家具作りなどに携わってい

た職人たちが講師を務めています。 

開催実績 

平成 27 年度 

会田中学校・梓川小学校・信州大学教育学部附属松本小学校 

平成 28 年度 

会田中学校・鎌田小学校 

 マイ箸づくり、箸袋縫い 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を教育指導課の担当（教育文化センター）に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信地

区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネット

ワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合わ

せください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。 

（夕方５時以降） 
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【分類：生活力】 

講座名称 裁縫作業指導（マイ箸収納用袋の制作）   （講座 No.１１） 

支援事業内容 

 

マイ箸収納用袋の制作指導 

マイ箸づくりで作った箸を収納するための袋を自作する際の指導講

習を行います。 

 

対象学年（年齢） 小学校１年生以上 

時間数 ２時間程度必要 

講師人数 子ども 10 人に講師１名 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

材料費  制作内容によるため別途相談 

必要な準備 裁縫セット、布等の材料 

講師からの 

持込資材等 
布等の材料 

講師 

連絡先 

松本市ボランティアセンター（松本市社会福祉協議会内） 

TEL 0263-25-7345 

E-mail vol@syakyo.matsumoto.or.jp  担当 高山 

講師について 
市内の地域ボランティア部会メンバーが、箸袋を自作する際の指導を行

います。 

開催実績 

平成 27 年度 

島立小学校・信州大学教育学部附属松本小学校 

平成 28 年度 

鎌田小学校 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当（教育文化センター）に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信地

区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネット

ワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合

わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。（夕方

５時以降） 
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【分類：環境知識、生活力】 

講座名称 
１ あかりのエコ教室 

２ エコと太陽光発電教室           （講座 No.１２） 

支援事業内容 

 

地球温暖化による環境変化、地球温暖化防止に効果のある家電製品

の省エネルギー化等について学習します。 

１ あかりのエコ教室 

  従来の白熱電球、電球型蛍光 

灯、ＬＥＤ電球の比較と実験を 

通じて違いを知る。省エネの効 

果の内容について学習する。 

２ エコと太陽光発電教室 

一般的な発電方法と再生エネ 

ルギーの中で、太陽光を利用し 

た発電方法の実験を通じ、太陽 

電池の性質の内容について学習 

する。 

対象学年（年齢） 小学校４年生以上 

時間数 ２時限 

講師人数 子ども 40 人に講師３名 

費用 無料 

必要な準備 
スクリーンもしくはモニターＴＶ 

プロジェクター 

講師からの 

持込資材等 

・実験道具（４～５人で１台） 

※あかりのエコ教室では測定機器、手回し発電機 

講師 

連絡先 

パナソニック㈱エコソリューションズ社 松本電材営業所 

TEL 0263-27-4501 

ホームページ http://panasonic.co.jp/es/ 

開催実績 

 

平成 23 年 清水小学校 6 年、会田中学校１年 

平成 25 年 会田中学校１年 

平成 27 年 波田小学校 6 年 

平成 28 年 安曇小学校 5・6 年 「あかりのエコ教室」 

 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディ

ネートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連

絡します。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行いま

す。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：環境知識、生活力】 

講座名称 生ごみ処理機を使用した堆肥作り       （講座 No.１３） 

支援事業内容 

 

・生ごみ処理機を使用した堆肥作りの講

師を派遣し、指導等を行い、資源循環

やバイオ（微生物の働き）について学

んでいただきます。小型の生ごみ処理

機をクラス単位・学年単位で貸し出す

ことが可能です。 

・処理機の使用方法や堆肥ができるまで

の指導支援を行います。 

・完成した堆肥の使い方も指導します。 

（１サイクル概ね３カ月で、できた１次

堆肥を回収し、当社で２次堆肥に発酵

させるため、臭いはあまり発生しませ

ん。県内の学校、保育園でも使用され

ています。） 

対象学年（年齢） 小学校高学年以上 

時間数 

・生ごみを投入する回の授業として、60～90 分程度 

・その後、機械で堆肥にする期間＝約３ヶ月、キクイチで熟成堆

肥にする期間＝約１ヶ月の合計４ヶ月で１サイクル 

講師人数 機械１台あたり児童約 40 人（講師１名） 

必要な費用 15,000 円（材料費、機器管理、講師料込） 

必要な準備 
申込時・事前の打合せを通じて別途相談 

実施時には生ごみ（野菜くず等）が必要 

講師からの 

持込資材等 

事前に生ごみ処理機を設置します 

（幅 150cm×高 120cm 要 AC100V 電源） 

講師 

連絡先 

株式会社キクイチ 

℡ 0263-92-5141  

E-Mail  kikuichi@go.tvm.ne.jp 担当 百瀬潔 

開催実績 
平成 27 年度 中山小学校 

平成 28 年度 中山小学校 「生ごみ処理機を利用した堆肥作り」 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を教育指導課の担当(教育文化センター)に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信

地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネッ

トワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問

い合わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。 

（夕方５時以降） 
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【分類：環境知識、生活力】 

講座名称 木の授業とバウムクーヘン作り         （講座 No.１４） 

支援事業内容 

 

竹や廃材などを活用して行う野外活動です。 

木の年輪などの話をしてから、炭火を使って材料からバウムクーヘ

ンを作ります。 

対象学年（年齢） 小学校４年生以上 

時間数 ２時間程度 

講師人数 子ども 15 人位に講師１名 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

材料費  4,000 円/約 10 人分 

必要な準備 長机数台 

講師からの 

持込資材等 
レシピ等の資料、竹の棒などの資材、材料一式 

講師 

連絡先 

寿さと山くらぶ 

TEL・FAX 0263-57-5460  担当 鈴木喜一郎 

講師について 
平成 13 年に設立し、寿地区の財産区有林の整備作業と地域の学校で

の環境教育などを実施しています。昨年度の会員数 65名。 

開催実績 

平成 27 年度 

波田小学校・二子小学校・会田中学校 

木の授業とバウムクーヘン作り 

会田中学校 森林整備指導 

平成 28 年度 

鎌田小学校・二子小学校 木の授業とバウムクーヘンづくり 

島立小学校 木の授業と鉛筆立て制作 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当(教育文化センター)に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信

地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネッ

トワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い

合わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。

（夕方５時以降） 
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【分類：環境知識、生活力】 

講座名称 木材の活用法                 （講座 No.１５） 

支援事業内容 

 

間伐による里山の保全、間伐材の活用について学習しながら、木工

工作を行います。木の持つ魅力や種類の違いなどを五感で感じて、

自ら創造する活動です。 

また、山林での森林整備体験なども行います（応相談） 

 

対象学年（年齢） 小学校４年生以上 

時間数 ２時間程度 

講師人数 子ども６～８人に講師１名 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

材料費  開催内容による（事前の相談で決定） 

必要な準備 木工教室の場合、木工室等の会場 

講師からの 

持込資材等 
木工に必要な木材と機材一式 

講師 

連絡先 

松本市林業士会 

TEL・FAX 0263-57-5460 担当 鈴木喜一郎 

講師について 

松本市内の現役林業士約 20 名で組織しています。それぞれが木と森

のスペシャリストとして、市内各行事、地域イベント等にも参加して

います。 

開催実績 

平成 27 年度 鎌田小学校 

平成 28 年度 会田中学校・菅野小学校・二子小学校 

 木についての学習、木工作品の作成 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当(教育文化センター)に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信

地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネッ

トワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問

い合わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。

（夕方５時以降） 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 緑のカーテン設置指導              （講座 No.１６） 

支援事業内容 

 

低学年…紙芝居又はパワーポイントでカーテン設置の意味や効

果、種の植え方、後の管理方法を解説します。（１時限） 

高学年、中学生…希望によりますが、パワーポイントで地球温暖

化の現状や将来を解説し、問題の意識付けをします。そのうえで、

緑のカーテンの効用や維持管理の方法を解説します。 

 

   

対象学年（年齢） 小学校以上（学年に合わせた授業を行います） 

時間数 小学校低学年=１時限、小学校高学年以上=２時限（応相談） 

講師人数 子ども 120 人に講師１名 

費用 

講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

※学年全体で同一日時に実施する場合、学級数分の合計を負担していた

だきます。 

例：1 学年全体の 3 学級で実施→＠5000 円×3 学級分＝15,000 円 

必要な準備 

設置場所の確保 

  〃 の耕し、施肥 

※ 可能な限り地植えを推奨します。 

プランターでは生育不足となり、期待する効果が得られません。 

※ 夏休み前までの生育を促すために、５月中の実施を推奨します。 

講師からの 

持込資材等 

・種子、苗 ・紙芝居、パワーポイントによる温暖化防止学習資料 

・ネット、竹枠 

※ ネット張り作業は事前に行います（別日程で行います） 

講師 

連絡先 

松本市緑化協会 

TEL 0263-48-3100 

E-mail  oku-zou@avis.ne.jp （株）奥原造園 奥原正司 

講師について 
松本市内で造園業を営む 17 業者の集まりです。緑化工事・維持管理

を中心に、地域の環境保全を目指しています 

開催実績 
緑のカーテン設置補助 

 26 年度＝12 校、27 年度＝12 校、28 年度＝10 校 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネ

ートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡し

ます。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 

１身近な自然観察（四季折々を楽しみながら） 

２水辺（小川）の自然観察・まちなかの自然観察  

３外来植物（外来生物）って何？       （講座 No.１７） 

支援事業内容 

 

自然の楽しみ方、自然と人や動物 

と植物のつながりなど、自然保護や 

環境保全の考え方を学年に応じ、自 

然観察から学びとります。 

必要に応じて、フィールドに出る 

前あるいは後に、教室内でのレクチ 

ャーを希望される場合は対応いたし 

ます。別の日程で組んでいただくこ 

とも可能です。 

対象学年（年齢） 小学生以上、学年に応じた授業内容を相談しながら内容決定 

時間数 １回で２時間程度必要 

講師人数 子ども 15 人に対して講師１名（先生と協力して１クラス程度まで） 

費用 講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

必要な準備 申込時・事前の打合せを通じて別途相談 

講師 

連絡先 

自然観察の会 ひこばえ 

TEL・FAX 0263 -26-1573 担当 村上さよ子 

講師について 

1996 年、自然を学び環境を考える仲間と会をつくる。「自然観

察から始まる自然保護」を目ざして、自然観察会やボランティア活

動などを実践。自然と人、動物、植物などのつながりや気付きか

ら、自然保護、環境保全へと展開する環境学習を、大人や子どもと

共に学び合っている 

開催実績 

平成 27 年度 

今井小学校 自然観察からはじまる自然保護の実践 

 

平成 28 年度 

今井小学校 身近な自然観察 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当(教育文化センター)に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信

地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネッ

トワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問

い合わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。 

（夕方５時以降） 
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【分類：自然体験、生活力】 

講座名称 体感プログラムを中心とした自然体験学習 １   （講座 No.１８） 

支援事業内容 

１ キャンプファイヤー指導法、グループワークレクリェーション 

２ 身近な自然を感じ取り、学習につなげる活動 

３ 野生生物について学ぶ～プロジェクトワイルド（体験型授業） 

４ 水について体験から学ぶ～プロジェクトウェット（体験型授業） 

５ 減災のための・エネルギー＆ロープワーク講座（体験型授業） 

 

 

 

 

 
 

対象学年（年齢） 
小学校 1～2 年生：プロジェクトワイルド/ネイチャーゲーム 

小学校 3 年生以上～中学校：上記含む提示したすべてのプログラム 

時間数 
基本は２時限分（80～90 分）～３限分（120 分） 

※移動時間含まず遠隔地や校外学習などは別途相談 

講師人数 児童・生徒 30 人に対して２～３人の講師 

費用 
講師謝礼 １人につき 5,000 円 

材料費等は別途（内容により異なります） 

必要な準備 

プログラムの用具は一部準備しますが、まずは相談させてください。

材料（消耗品）は学校（または児童・生徒）で用意していただくこと

もあります。安全のため児童・生徒に事前に持ち物・服装を案内しま

す（雨具・軍手など） 

講師からの 

持込資材等 
教本・教材など 

講師 

連絡先 

体験創庫かけはし 

TEL 0263 -92-1508 

E-mail ts_kakehashi@yahoo.co.jp  担当 藤村 

講師について 

スタッフは自然体験活動指導者としての講習会を修了。（NEAL リー

ダー、文部科学省認定自然体験活動全体指導者）他、ＣＯＮＥコーデ

ィネーター、トレーナー在籍。 

ネイチャーゲーム、プロジェクトワイルド、プロジェクトウエットな

ど指導者として登録。 

※平成 27 年度までは、トゥマロウ・リーディング倶楽部（TLC）と

して登録 

開催実績 平成 27 年度 源池小学校（TLC） 

申込み 

（直接申込不可） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネ

ートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡し

ます。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネッ

トワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合

わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。 

（夕方５時以降） 
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【分類：自然体験、生活力】 

講座名称 体感プログラムを中心とした自然体験学習 ２    （講座 No.１９） 

支援事業内容 

１ 火起こし教室～ハリギリ式、新聞を使わない方法、火の育て方等 

２ 燻製教室、保存食の知恵（校内可） 

３ カモフラージュ・同じモノ見つけ他ネイチャープログラム 

４ 木の実・木の葉当てクイズ 

５ 木育体験…森のかけらのお守り作り 

６ その他松枯れ、湧水等地域探検、自然観察 

対象学年（年齢） 
小学校 1～2 年生：燻製教室、ネイチャーゲーム 

小学校 3 年生以上～：上記含む提示したすべてのプログラム 

時間数 
基本は２時限分（80～90 分）～３限分（120 分） 

※移動時間含まず遠隔地や校外学習などは別途相談 

講師人数 児童・生徒 30 人に対して３～４人の講師 

費用 
講師謝礼 １人につき 5,000 円 

材料費等は別途（内容により異なります） 

必要な準備 

プログラムの用具は一部準備しますが、まずは相談させてください。

材料（消耗品）は学校（または児童・生徒）で用意していただくこと

もあります。安全のため児童・生徒に事前に持ち物・服装を案内しま

す（雨具・軍手など） 

講師からの 

持込資材等 
火起こし用具のセット、燻製用具のセット、教本・教材など 

講師 

連絡先 

信州やがいたいけん楽校ぷらす 

TEL 080-8041-7937  Fax 0263—87-2038 

E-mail furihata@yt-plus.com  担当 降幡 

講師について 

四賀地区中川の、廃校小学校（旧中川小学校）活用について、平成

25 年松本市が募集したプロポーザル事業へ応募を行い採択されまし

た。平成 26 年 4 月より活動試行、①おもちゃの楽校①野外体験 

③チームビルディングを主とし、平成 27 年 4 月から運営を行ってい

ます。 

公民館、児童会の主催する自然体験学習プログラムの実施、小学校の

総合学習支援参加、民間運営の日帰りキャンプ支援等に参加していま

す。また、県内の野外体験活動団体等のネットワーク、信州外あそび

ネットワーク事務局として活動しています。 

※平成２７年度までは、トゥマロウ・リーディング倶楽部（TLC）と

して登録 

開催実績 
平成 27 年度 源池小学校（TLC） 

平成 28 年度 会田中学校 火おこし体験、ネイチャーゲーム 

申込み 

（直接申込不可） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネ

ートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡し

ます。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネッ

トワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合

わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。 

（夕方５時以降） 
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【分類：環境知識・生活力】 

講座名称 地球温暖化防止と木質バイオマスエネルギー利用方法（講座 No.２０） 

支援事業内容 

 

〇木質バイオマス活用の重要性に 

ついての説明と、活用方法の実演 

及び体験 

ロケットストーブやウッドガス 

ストーブなどを使って、松ぼっく 

りや木の枝、竹などの木質バイオ 

マスからエネルギーを取りだす体 

験をします。 

対象学年（年齢） 小学 5 年生以上 

時間数 2 時間～3 時間程度 

講師人数 講座内容によります。別途相談 

費用 
講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

その他材料等については別途相談 

必要な準備 火を使っても大丈夫な場所の確保 

講師からの 

持込資材等 
体験用の機材一式 

講師 

連絡先 

自然エネルギーネットまつもと 

TEL 0266 - 52 – 0160 

E-mail amadeus@minuet.plala.or.jp  担当 平島 安人 

http://www.enet-matsumoto.net 

講師について 

2012 年 2 月設立の任意団体です。地域の多様な主体と連携・対話を

図りながら、地域資源を活用した協働による自然エネルギーの普及

及び自然エネルギーを活用した持続可能な地域づくりに資すること

を目的として活動しています。 

開催実績 

平成 26 年度 

会田中学校 木質バイオマス活用 

平成 28 年度 

会田中学校 ぬかくどご飯炊き体験 

申込み 

（直接申込可能） 

申込書を学校指導課の担当（教育文化センター）に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信地

区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネット

ワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合

わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。（夕方

５時以降） 
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【分類：自然体験、環境知識】 

講座名称 水辺の観察会                 （講座 No.２1） 

支援事業内容 

 

 

 

  

〇水辺の生物観察の指導を行います。 

  

・生物採取の方法を指導し、採取 

した生物の名称やどんな生き物か 

を解説します。 

 

・水生生物の生息状況と、透視度や 

COD などの化学的測定をあわせて 

行い、河川の汚染を解説します。 

 

対象学年（年齢） 小学校１年生～6 年生（学年に合わせた授業を行います） 

時間数 1～1.5 時間 

講師人数 子ども 20 人に講師１名 

費用 講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎）  

必要な準備 水辺観察会の手引書（カラーコピーでも可） 

講師からの 

持込資材等 
バケツ、バット、手網、透視度計、他 

講師 

連絡先 

特定非営利活動法人 えんどっこ 

TEL 0263 -92-6080 

E-mail ootsuki@endotuko.com   担当 大月健二 

http: //endotuko.com/ 

講師について 
水辺の自然環境の調査、環境学習、国際協力を実施する団体で 

主に梓川や松本地域で活動しています。 

開催実績 梓川での水辺学習会 田んぼでの生きもの観察会   

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当（教育文化センター）に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信地

区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネット

ワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合わ

せください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。（夕方５

時以降） 
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【分類：自然体験、環境知識、生活力】 

講座名称 リサイクル・リユースについてのワークショップ  （講座 No.２２） 

支援事業内容 

・児童や家族が使わなくなったり、着られなくなったものをリメイク

したり再利用したりするワークショップ 

・環境の３R について、児童向けの市環境書籍紹介なども交えて、リ

サイクルやリユースの実情について学ぶ。 

・団体で支援しているアジアのカンボジアやフィリピンの小学生や児

童の様子について映像などで学び、自らの生活の中で「不要になっ

たもの」を廃棄物でなく「資源」としてとらえることで、未来の環

境負荷を軽減することの大切さについて気付いてもらう。不要にな

った文房具などを家庭や友人などに呼び掛けて、集め、実際に梱包

して発送するまでを体験する。 

対象学年（年齢） 小学校高学年～中学生 

時間数 2 時間×2 回くらいが望ましい。（連続可） 

講師人数 子ども 30 人に講師１～３名 

費用 

講師謝礼 講師１名に 5,000 円（授業１回分毎） 

その他経費（材料費等、必要物品） 

・資料作成の印刷代、講師の交通費実費など 

・平面コラージュなどを行う場合には画用紙など。 

・グループワーク用には模造紙と付箋など 

必要な準備 DVD 視聴用の視聴覚設備、裁縫道具、鋏、糊など 

講師からの 

持込資材等 
視聴用映像ソフト、参考図書、写真、材料など 

講師 

連絡先 

フリマネット信州 

TEL 090-9664‐5510 FAX 0263 -55-4451 

E-mail firmanet@yahoo.co.jp  http://furimanet.com/ 

担当 立石恵子 

講師について 

平成 14 年発足。生活者自身がリユース、市民交流、福祉支援、ま

ちの賑わいづくりを 4 つの趣意として、消費者のリユースフリーマー

ケット活動、リユースで回収した物品で海外の児童教育支援をする活

動、福祉活動やボランティア活動、市民活動などの企画や工法の支援

も行っています。 

開催実績 

・夏休みに保護者と小学生が、リユースを体験するリサイクルフリー

マーケット参加、日常生活で二酸化炭素を減らすやり方について学ん

だ。 

・市内の児童館を運営するＮＰＯ法人と協働で、各児童館の児童が、

ペットボトルなどをリメイクして作った作品を持ち寄り、先生たちと

「リユースバザー」を行って震災で被災した門脇小学校の支援イベン

トを寿台児童館にて実施した。 

申込み 

（直接申込可能） 

直接講師（上記連絡先）にお申込みいだたくことも可能です。 

申込書により講師への連絡を希望された場合は、支援事業のコーディネ

ートを行っている中信地区環境教育ネットワークから後日学校に連絡し

ます。（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 上記連絡先にお問合せください。 
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【分類：自然体験、環境知識】 

No.１８  講座名称 ビオトープ生物観察               （講座 No.２３） 

支援事業内容 

 

校内での生物多様性保全活動の必要性とその意義の講義を行い、続い

て学内で（学内ビオトープ等で）生き物観察を行います。 

 

学外でのフィールドワークを行う場所は、松本市の生物多様性地域戦

略モデル地区、「庄内ホタル水路」などを想定しています。 

 

生物多様性、生き物調査、環境指標、ホタルも棲める良い自然、自然

を見る目をキーワードに、「何故、今、生物多様性保全が必要なの

か」から、「生物多様性保全のために何ができるのか」まで考えま

す。 

対象学年（年齢） 小学校高学年(生き物観察では、小学校低学年以上で可能) 

時間数 
【講演のみ】45 分、 

【講演+実習】45 分 2 コマ 

講師人数 
【講演】 1 人  

【実習】 子ども 10 人に対し、1 人の講師 

費用 
講師謝礼 講師 1 名に 5,000 円 

その他材料費等は別途相談 

必要な準備 
個人を特定できる名札、バット、ピンセット、筆記用具、記録用ノー

ト、図鑑、（サンプルを取る場合 70％エチルアルコール） 

講師からの 

持込資材等 

顕微鏡、実体顕微鏡、展翅板、展翅テープ、マッチバリ 

記録用ノート、図鑑 

講師 

連絡先 

松本ホタル学（まなぶ）会 

TEL 事務所 050-7502-9328     担当 藤山静雄 

E-mail  sfujiya@shinshu-u.ac.jp    

講師について 

「ホタルも棲める良い自然」をキャッチフレーズに、生物多様性の高い

自然環境を保全し、残していくことの重要性を松本だけでなく、県内外

でもアピールし活動しています。2016 年 3 月には「国連生物多様性の

10 年日本委員会」より連携団体として認証を受けました。 

開催実績 
小学生を対象に「生き物観察会」を市内公民館活動で５回ほど実施経験

があります。 

申込み 

（直接申込不可） 

申込書を学校指導課の担当（教育文化センター）に提出してください。 

申込書の提出を受けて、支援事業のコーディネートを行っている中信地

区環境教育ネットワークから後日学校に連絡します。 

（実施内容の確認と今後の打合せ日程等の調整を行います。） 

問合せ 

学校名、担当の先生の名前、内容等を書いて、中信地区環境教育ネット

ワーク事務局までメール（ecoeconet@gominetnagano.jp）でお問い合

わせください。２～３日中に電話またはメールでご連絡します。（夕方

５時以降） 
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【分類：環境知識】 

講座名称 
まつもとの環境について学ぼう 

「松本市環境基本計画関連講座」        （講座 No.２４） 

支援事業内容 

松本市民である私たちが取り組むべき５つの柱に

ついて、パワーポイント等を使って学習し、自分た

ちになにができるのか、一緒に考えます。 

学習内容は、以下の１～５の中から組み合わせが

可能です。（要相談） 

＜５つの柱プログラム＞ 

１．地球にやさしく 

地球温暖化を防ぐために一人ひとりが節電や省  

エネに取り組むことの重要性を学びます。 

２．資源を大切に 

  “もったいない”をキーワードとした３Ｒの取組みやごみの現

状、わたしたちにできることなどについて学びます。 

３．安心・安全な暮らし 

  松本市の騒音や水などの環境の状況や、私たちの行動がどのよ

うに環境に影響をあたえるのかを、実際の騒音計等を使って学び

ます。 

４．自然のめぐみ 

  生きものあふれる松本プラン「生物多様性」について、わかり

やすく学びます。 

５．心地よいまち 

  身近にある心地よいかおりや音、花いっぱい運動を通じて、地域で

自慢できる環境について学びます。 

対象学年（年齢） ４年生以上 

時間数 １時限 

講師人数 講師１～２名 

費用 無料 

必要な準備 電源の確保 

講師からの 

持込資材等 
プロジェクター・スクリーン等 

講師 

連絡先 

松本市環境政策課 

TEL 0263-34-3268 

E-mail  s-kankyo@city.matsumoto.nagano.jp 

講師について 松本市環境政策課、環境保全課の職員が伺います。 

申込み 

（直接申込可能） 
直接講師（上記連絡先にお申込みください） 

問合せ 上記連絡先にお問い合わせください。 

 

 



ダミー

心理カウンセラー
明日 来子

どんな環境学習
プログラムがあるかな？

どんな活動を
していきたいかな？
ぜひ、ご活用ください！

PM１４：００～PM１６：００

● 環境学習の実践例を示し、環境学習の面白さや効果を伝えます。

● 中信地域の学校や地域で環境学習が実施できるよう支援団体や窓口を紹介します。

● 良質な環境学習の体験プログラムを紹介します。

● 環境学習が未来の希望となるよう、関係者が協力して環境体験学習の内容の向上と

学習提供システムの整備に努めます。

信州の環境学習サポートの目的

作成/運営

URL

中信地区環境教育ネットワーク

http://www.econoschool.org/

中信地区環境教育ネットワークによる

信州の環境学習サポートサイト

環境学習の活動内容や支援する団体等が検索できるWEBサイト

検索信州の環境学習
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【附録】松本市環境政策課からのお知らせ 

 

 

 

 

１ 全国ネットワーク「こどもエコクラブ」への参加について 

   〇こどもエコクラブとは？ 

環境省事業として平成７年度に発足した「こどもエコクラブ」は、年会費・登

録料無料の全国ネットワークです。幼児（３歳）から高校生までなら誰でも参加

できる環境活動のクラブです。 

 

〇こどもエコクラブって何をするの？ 

子どもたちの興味や関心に基づいて、自然観察・調査やリサイクル活動、地球

温暖化を防ぐ活動など、家庭・学校・地域の中で身近にできる「地球にやさしい

活動」に自由に取組みます。 

 

〇こどもエコクラブのかたち 

こどもエコクラブは、仲間が集まれば、どんな形態でも、こどもエコクラブとし

て活動をはじめることができます。登録は１名から、クラブ・学級単位での参加も

可能です。 

 

〇登録すると・・ 

【活動に役立つツールがもらえます】 

希望に応じてメンバーズバッジやエコカード（幼児対象）がもらえます。ウェ

ブサイトからメンバー手帳をダウンロードして使用することもできます。 

また、わかりやすい環境情報や取り組みやすい環境活動・学習プログラム、他

のクラブの活動の様子などを掲載したメールマガジンが無料で提供されるなどの

特典があります。 
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【活動をサポート】 

＊専門家からコメントが届きます。 

ウェブサイトから活動報告をすると、専門家から、これからの活動に役立つ

コメントが届きます。 

＊活動報告をするとアーススタンプがもらえます。 

５つ以上アーススタンプを集めると「アースレンジャー認定証」が、もらえ

ます。また、継続して活動を行うと銀バッジ、金バッジがもらえます。 

 

〇活動をはじめるには・・ 

こどもエコクラブウェブサイトから直接登録ができます。または環境政策課担当

までご連絡ください。 

※ はじめようこどもエコクラブ 

 http://www.j-ecoclub.jp/guide/index.html 

※ 平成 28 年度 登録クラブ数 2,013、メンバー数 113,920 人 

  ※ 現在は公益財団法人日本環境協会が事業を引き継ぎ、実施しています。 

 

 

 

２ 食品ロス削減国民運動「NO-FOODLOSS プロジェクト」 
ロゴマーク「ろすのん」について 

 

 

 

 

 

 

「ろすのん」ってなに？ 
  ・真ん中の●は、お皿をイメージ（食品ロス問題を訴える） 

   ・下の二本線「＝」は、お箸をイメージ 

   ・右目の涙は「もったいない」感情を表現 

 

わが国では、本来食べられるのに廃棄されている「食品ロス」が年間約621万トン発

生しています。「もったいない」という言葉の発祥地である国として、官民が連携し

て食品ロス削減国民運動「NO-FOODLOSS プロジェクト」を展開しています。 

松本市も、このプロジェクトに協力し、食品ロスの削減を推進しています。 

食品ロスの約半分は家庭から発生しています。 

ぜひ、食品ロスの問題に関心を持ち、その削減にご協力ください。 
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